
プヨ当E
. 

ーヲfマる場，

主咽蛇

4 

、-h;r

…『司開司閉





昭、第、第、、三二=二二二一一一一 、、
和議ー幽ー出火 出鎗昭
五事号席号席席。八六回二 O 八六四二九七回一席山和
十日 K 事 K 説謙 譲市五
一一、六程間務問明員番番番番番番番番番番番番香番員埜十
議年〈じ局じ員 所六
業三第 職 念山安伊和藤石流押渡東松吉横神二議年
第月六員し 十場三
二号 口湾質問問弁山元辺原下賀海図七 E 
十十)
三七 徳多ー益武源昭一正札守 十
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午 康願甥郎治敏郎稔夫雄己郎功峰 日
非前
常十 金
勤時 二--ニ=一一一一一 曜
の開 臼
符議 九七五三一九七五三一八五二 平
別
職 番番番番番番番番番番番喬番 撃
の

安石五菊苦石黒伊近林石福石 時2 十
に 西井嵐井図
係、
る
報
酬
及

戸民、

井原井

敏男輝平幸好
治太

男正昇博郎久治郎雄豊治動謀

畠

井川藤藤

益

，-、

日
程
第

議
案
第
十
八

議
案
第
十
四

議
案
第
十
五

議
案
第
十
六

議
案
第
十
七

議

案

第

十

九

号

議

案

第

二

十

号

議
案
第
二
十
六
号

f
 

号

び
費
用
弁
償
K
関
す
る
条
例
の
一
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

館
山
市
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

K
つ
い
て

館
山
市
教
育
長
の
諸
給
与
及
び
勤
務
条
件

等

K
関
す
る
条
例
の
一
都
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

K
つ
い
て

館
山
市
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て

館
山
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

館
山
市
消
防
団
条
例
の
一
一
部
を
、
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
K
つ
い
て

字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更

K
つ
い
て

昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算
〈
第
七
号
〉

館
山
市
立
幼
稚
園
保
育
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

館
山
市
事
同
年
舘
の
設
置
及
び
管
理
花
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

館
山
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
夜
間
す

号号号号

-195-



る
条
例
の
一
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
と
畜
場
特
別
会

計
補
正
予
算
(
第
一
号
〉

市
道
路
線
の
寵
定
に
つ
い
て

昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
〈
第
二
号
〉

昭
和
五
十
六
年
度
館
山
市
一
般
会
計
予
算

昭
和
五
十
六
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
検

特
別
会
計
予
算

昭
和
五
十
六
年
度
館
山
市
と
畜
場
特
別
会

計
予
算

昭
和
五
十
六
年
度
館
山
市
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
特
別
会
計
予
算

昭
和
五
十
六
年
度
館
山
市
学
童
災
害
共
済

事
業
特
別
会
計
予
算

昭
和
五
十
六
年
度
館
山
市
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算

昭
和
五
十
六
年
度
館
山
市
国
民
宿
舎
事
業

特
別
会
計
予
算

契
約
の
変
更

K
つ
い
て

昭
和
五
十
六
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算
〈
第
一
号
)

議
案
第
三
十
一
号
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

K
つ
い
て

館
山
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
矯
究
員
の
選
挙

r一一一一一一
議
集
第

十
七
号

日
程
第

(--Aー「

議議
案集
第第

十十
八五
号号

日
程
第
四

日
程
第
五

日
程
第
六

日
程
第
七

日
程
第
八

議
案
第

議
案
第

五四

号号

議
案
第

...... 
ノ、

号

議
案
第

七

号

議
案
第

号

八

議
案
第

九

号

議
案
第

十

号

議
案
第
二
十
九
号

議
案
第
三
十
号

窓

，戸、司-，

i開

議

午
前
十
時
三
十
分
開
謹

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
本
日
の
出
席
議
員
数
二
十
七
名
、

ζ

れ
よ
り
第

一
回
市
議
会
定
例
会
第
六
日
の
会
識
を
開
会
し
、
直
ち

K
本
自
の
会
議
を
開

き
ま
す
。

議

葉

配

の

付

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
?
〉
議
案
を
配
付
い
た
さ
せ
ま
す
。

議
案
の
配
付
濡
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

1
1
配
付
捕
れ
念
し
と
認
め
ま
す
。

本
自
の
議
事
は
b
手
元
に
配
付
の
日
程
表
w
れ
よ
り
行
い
ま
す
。

議

実

上

の

穣

一194-

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
日
程
第
七
議
案
第
十
三
号
乃
至
議
案
第
二
十

号
及
び
議
案
第
二
十
六
号
の
各
議
案
を
一
括
し
て
醤
題
と
い
た
し
ま
す
。

総
務
委
員
会
委
員
長
報
告

O
議
長
〈
五
十
嵐
昇
君
)
た
だ
い
ま
議
題
と
を
り
ま
し
た
各
議
案
は
、
と

も
K
去
る
三
月
十
三
臼
の
本
会
議
k
b
い
て
総
務
委
員
会

K
付
託
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
と
れ
よ
h
y
各
議
案

K
対
す
る
総
務
委
員
会
k
b
け
る
審
査
の
経

過
並
び

K
結
果
に
つ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

総
務
委
員
会
委
員
長
藤
田
益
治
君
。
御
登
壇
願
い
ま
す
。
F

(
総
務
委
員
会
委
員
長
藤
田
益
治
君
登
壇
)
(
拍
手
〉

O
総
務
委
員
会
委
員
長
〈
藤
田
益
治
君
)
去
る
三
月
十
三
日
開
会
の
本
会
議

K
か
き
ま
し
て
本
総
務
委
員
会

K
付
託
さ
れ
ま
し
た
一
般
議
案
八
件
、
橋
正

.. 
-" /戸、眠、



予
算
一
件
に
つ
き
ま
し
て
、
三
月
十
八
日
総
務
委
員
会
を
招
集
し
、
各
議
案
、
仏
K
、
韓
集
第
十
念
芳
鎗
山
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
倒
の
制

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
優
遇
並
び
K
結
盟
飛
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
定
K
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
納
期
前
納
付

K
対
す
る
奨
励
金
の
安
材
率
は
、

げ

ま

す

。

-

一

:

定

動

報

会

の

剰

率

よ

h
p
低
〈
、
さ
ら

K
今
回
引
き
下
げ
る
と
と
に
主
っ
て
前

会、

ま
ず
、
議
案
の
慎
重
念
審
査
の
結
果
旅
つ
亀
告
白
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
全
員
原
納
者
が
滋
少
し
‘
資
金
融
J
K影
響
す
る
と
と
は
考
え
ら
れ
念
い
か
質
問
し

察
ど
h
s
h
y
可

決

す

べ

き

も

の

と

決

し

ま

し

た

。

求

ま

包

ろ

、

今

回

の

0
・
五
タ
と
‘
い
う
の
は
一
カ
月
あ
た

P
の
も
の
で
、
年

次
K
、
審
査
の
経
過
に
つ
い
て
ま
念
る
事
演
を
申
し
上
げ
ま
す
。
率
h
k
車
、
す
と
品
ハ
d
p
と
を
る
、
・
昨
年
訟
戸
市
が

0
・
玄
d
p
k
改
定
し
た
が
、
そ

議
案
第
十
三
号
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
に
係
る
報
酬
及
び
費
用
弁
償
忙
の
収
納
状
揖
等
か
ら
見
て
ゐ
資
金
繰
山
y
k
影
俸
は
胎
念
い
と
考
え
る
、

0
・

関
す
る
条
例
の
一
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
八
d
'
を

0
7
五
d
p
k
下
げ
る
之
k
gト

1
・
る
支
出
舗
の
波
紋
、
今
年
の
試
揮
で

今
回
の
改
定
K
あ
た
っ
て
の
場
え
方
に
つ
い
安
調
い
を
し
先
と
と
ろ
、
人
口
は
三
百
五
十
万
円
、
昨
年
三
百
十
万
円
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
h
F
き
し
売
。

十
万
人
以
下
の
都
市
の
平
均
水
輩
、
各
職
種
ど
と
の
実
際
の
活
動
状
況
等
を
次
V

料
、
昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
一
一
窓
会
針
補
正
予
算
第
七
号
に
つ
い
て

勘
案
し
、
改
定
を
行
い
、
他
市
と
比
較
で
き
念
い
も
の
に
つ
い
て
は
物
価
上
で
あ
タ
ま
す
が
、
歳
出
三
歎
由
民
生
費
中
、
家
鹿
島
相
離
員
の
報
酬
の
減
額
は
、

川
昇
等
を
参
考
K
し
て
、
七
dw程
度
の
引
き
上
げ
を
行
っ
た
と
の
答
弁
が
あ
り
相
談
員
一
名
の
・
滅
K
よ
る
と
あ
る
が
プ
一
名
で
十
分
で
あ
る
の
か
、
ま
た
件

ー

を

し

た

。

数

は

幾

ら

ぐ

ら

い

で

あ

る

か

、

と

喝

内

容

K
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
と
と
ろ
、

次
W

札
、
書
案
第
十
六
号
館
山
市
職
員
等
の
佐
原
S
R
V
私
闘
す
る
条
例
の
一
郵
を
当
初
予
算
k
h
g
い
f
q
こ
名
合
計
土
し
た
が
、
適
格
者
が
得
ら
れ
念
か
っ
た
と

.
改
正
す
る
条
例
の
制
定
vh
つ
い
て
で
あ
り
を
す
が
、
市
内
旅
費
百
円
に
つ
い
と
と
、
相
難
事
項
渉
少
念
か
っ
た
と
い
う
関
係
で
一
名
と
い
う
と
と
K
念
っ

て
い
つ
か
ら
と
の
領
に
攻
っ
て
い
る
か
、
き
た
引
き
上
げ
る
考
え
方
は
念
』
引
先
。
ま
た
、
取
h
F
扱
い
件
数
K
つ
い
て
は
1

決
算
見
込
み
で
前
八
百
七
十
件

v

か
質
問
し
た
と
と
る
、
四
十
九
年
阻
月
一
日
区
久
十
円
か
ら
苔
円

K
念
ョ

τ

で
あ
る
と
の
観
明
が
あ
h
y
ま
し
た
。

、
い
ゐ
R

県
内
の
状
視
を
見
る
と
、
市
内
旅
費
を
支
給
し
て
い
る
市
で
最
高
が
・
七
'
次
K
、
第
四
歎
衛
生
費
中
1

・
と
畜
場
特
別
会
計
繰
出
金
が
計
上
さ
れ
て
会

三
百
七
十
・
円
、
最
低
が
八
十
円
、
ま
た
全
〈
支
絵
し
て
い
な
い
市
が
十
市
あ

u
h
p
・4
ま
す
が
、
と
め
と
場
逮
営
に
つ
い
吃
け
ま
た
今
後
の
遠
雷
に
つ
い
て
ど
の

hv
、
ば
F

り
つ
き
が
あ
る
と
い
う
と
と
、
さ
ら

K
最
近
の
交
通
機
関
、
自
動
車
会
主
ラ
に
考
え
て
い
る
か
た
だ
し
ま
し
た
と
と
ろ
、
と
殺
頭
数
拡
漸
減
の
傾
向

オ
ー
ト
バ
イ
等
の
発
達
と
い
う
ζ

と
を
考
慮
K
入
れ
検
討
し
た
結
果
、
し
ば
夜
あ
る
、
と
殺
頭
数
の
法
、
施
設
設
備
の
老
朽
化
等
K
主
る
将
来
の
見
通
し

ら
〈
の
間
据
え
置
と
ラ
?
と
い
う
と
と
で
あ
る
と
@
答
弁
が
あ
h
y
ま

し

た

。

一

J

と
も
て
は
明
る
〈
念
い
状
況
に
あ
る
、
き
た
布
内
の
剰
用
者
が
玄

O
d
'弱
と

さ
ら
K
、
グ

q
l同W
F

車
は
何
キ
ロ
か
ら
使
え
る
か
伺
い
ま
し
た
と
と
ろ
)

2

、
い
ヲ
と
正
も
あ

b
、
広
域
で
の
選
蛍
‘
を
望
ん
で
い
る
が
実
現
で
き
念
い
で
い

a

現
在
は
グ
リ
ー
ン
車
に
つ
い
て
は
寵
め
て
い
念
い
回
目
の
答
弁
が
念
さ
れ
ま
し
ん
・
叶
る
を
の
説
明
が
あ

D
ま
し
た
。
沼
ち
校
、
広
波
市
町
村
田
で
協
力
し
て
も
ら

た

。

え

る

よ

う

念

形

が

と

れ

る

か

K
つ
い
て
も
説
明
を
求
め
、
研
究
し
て
い
た
だ

弘一

、情v

一、

、wJV
4司

1

J 
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き
た
い
旨
の
要
望
を
い
た
し
を
し
た
・

次
V

料
、
衛
生
セ
Y
タ

I
建
置
費
K
鋼
連
し
て
、
地
元
の
同
意
を
錦
胃
炎
と
の

新
聞
報
道
が
あ
っ
た
が
、
ど
み
処
理
犠
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
は
ど
の
主
ラ

念
品
々
え
で
あ
る
か
伺
い
ま
し
た
と
ζ

ろ
、
建
設
年
次
V
F
つ
い
て
は
都
市
齢
語

審
聾
会
念

εの
手
旗
き
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
進
め
て
か
ら
と
い
う
と

と
で
、
五
十
七
年
度
を
初
年
度
&
L
て
こ
か
年
事
業
と
い
う
予
定
で
あ
る
と

の
答
弁
が
あ
h
y
ま
し
た
，

次
W

札
、
第
六
獄
轟
林
水
産
業
業
中
1

水
部
調
厩
葬
儀
鷲
錐
捻
進
事
業
雅
子

締
結
金
K
つ
い
て
、
ど
の
よ
タ
奪
も
の
綻
封
し
吃
務
子
智
絵
筆
し
定
い
る
か

説
明
を
求
め
ま
し
た
と
と
る
、
転
作
忙
必
要
念
聾
傍
喪
金
と
し
て
二
十
万
か

ら
二
百
万
@
範
囲
で
貸
し
付
け
た
も
の
符
鶏
仁
、
官
m
が
刺
子
績
給
を
す
る
制

度
で
ι

五
+
-
四
年
度
H
M

ハ
ウ
ス
建
震
賞
金
久
件
、
球
根
鴎
入
資
金
九
件
、
草

刈
接
世
間
入
費
金
一
件
、
か
ん
水
艦
設
資
金
一
件
、
最
業
用
資
材
=
件
、
針
=

十
一
一
件
、
五
十
五
年
度
mw
見
遣
み
と
し
て
拡
内
、
汐
ぷ
建
設
資
金
四
件
、
転
換

水
田
整
備
費
禽
一
件
の
齢
五
件
マ
忘
る
L
L
O
説
賓
が
4
e
h
y
ま
し
た
.

さ
ら
K
、
著
揖
対
策
を
推
進
す
る
土
か
ら
、

r
h
y
多

f
の
aR家
反
対

Lζ

の
制
度
が
副
刷
用
で
き
る
・
ょ
う
配
慮
さ
れ
た
い
嘗
の
要
望
を
い
た
し
ま
し
た
.

良
町
匹
、
転
作
水
田
現
場
確
龍
調
釜
員
報
償
金
が
計
上
さ
れ
て
い
を
す
が
、

と
の
肉
容
K
つ
h
て
は
転
作
。
穆
認
は
ど
の
よ
う
K
行
っ
て
い
る
か
、
ま
え

団
地
化
の
指
導
は
行
っ
て
い
る
か

K
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
し
た
と
ζ

ろ、

一
筆
単
位
で
転
作
さ
れ
て
い
る
水
田
K
つ
い
て
は
食
業
協
力
員
が
行
い
、
一

銭
の
一
織
が
転
作
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
市
で
転
作
蔵
績
を
測
定
し
確
認
し

て
い
る
.
さ
ら
に
、
留
地
化
忙
つ
い
て
は
説
明
会
を
行
い
、
加
算
金
の
連
用

vh
念
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
告
示
し
た
。

次
V

件
、
水
図
利
用
再
踊
対
策
転
作
傍
別
交
付
金
の
中
の
転
作
作
物
穂
子
確

/'、....~

銀
事
業
の
内
容
K
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、
特
定
弥
物
で
あ
る

飼
料
作
物
と
大
豆
等
の
種
子
を
揖
入
し
た
相
場
合
、
描
帰
λ
貨
の
約
五

O
d，
金
補

助
す
る
事
業
で
あ
る
、
ま
た
補
助
単
価
の
変
更
K
よ

p
樟
艇
を
し
た
旨
の
説

岨
慣
が
あ
h
v
ま
し
ι
ラ

次
V

件
、
八
款
土
木
費
中
、
館
山
駅
鱒
辺
市
街
地
盤
鍋
鶴
査
委
託
岨
柄
、

ζ

の

館
山
田
航
海
沼
市
署
地
整
備
調
釜
K
つ
い
て
は
、
五
十
玄
得
議
底
引
き
艶
き
笈

十
六
年
度
当
初
予
携
に
も
調
査
委
託
科
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
調

査
の
進
め
輩
、
震
牽
完
了
の
時
期
K
つ
い
て
説
明
を
求
凶
耐
乏
し
た
と
ζ

ろ、

本
緯
査
に
対
す
る
磁
の
姿
勢
と
し
て
は
、
当
初
か
ら
関
係
住
民
及
び
鵬
係
機

関
と
植
樹
纏

ι.
間
意
を
求
め
窓
が
ら
調
査
を
進
め
る
方
法
で
漉
ん
で
b
h
p
、

調
査
の
方
法
、
舟
容
k
m
d
b
て
は
事
業
手
法

whz，
異
会
る
が
、
五
十
五
年

度
、
玄
十
六
年
度
で
基
本
構
揮
の
作
成
、
実
施
方
鷺
の
按
討
を
符
い
、
き
ら

K
五
十
九
年
度
F
Y
ら
い
4

認
で
調
査
を
艦
艇
し
念
持
れ
ほ
傘
ら
念
い
と
考
え
て

い
る
F

を
h
w
.

具
体
的

K
E
乙
を

E
ラ
整
備
す
る
か
、
事
業
手
法
櫨
守
政
実
際

。
輯
査
を
進
め
る
中
マ
明
ら
か
に
象
る
も
の
で
あ
る
.

そ
と
で
、
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
以
降
の
土
地
区

画
整
建
串
集
町
場
合
除
、

A
B
C
の
三
ラ
Y
K
F
V
科
講
査
事
通
事
を
区
分
し
て

h
g
h
M

、
A
調
査
は
、
市
街
地
整
備
の
緊
急
性
慰
高
い
地
区
で
近
隣
住
区
を
単

位
と
し
た
前
提
条
件
の
整
理
、
布
街
地
環
境
評
恒
雄
曹
を
特
い
、
基
本
被
想
の

策
定
と
実
現
方
策
の
検
討
。

B
調
査
は
、
事
業
化
の
按
遜
が
民
間
威
さ
れ
て
い

る
区
福
整
理
予
定
地
区
に
つ
い
て
地
上
概
量
K
主
h
F
E
膏
A
M
の
一
現
昆
菌
を

作
成
し
、
区
画
整
理
教
定
を
行
い
、
基
本
計
菌
、
事
業
計
画
の
集
を
住
成
す

る。

C
調
査
は
、
事
業
化
を
穆
a
R
K
さ
せ
る
と
と
が
必
要
念
地
区
K
つ
い
て

模
製
作
成
、
広
報
活
動
等
を
行
う
。

A
調
査
は
五
十
五
年
度
、
五
十
六
年
寓

B
調
査
は
五
十
七
年
度
、
。
調
査
は
五
十
八
年
度
か
ら
五
十
九
年
度
が
考
え

ー・、p""--.. 

-196-



4 

，今世『

ら
れ
る
と
の
答
弁
が
あ

P
ま
し
た
。

さ
ら
K
、
本
事
業
は
重
要
な
問
題
と
し
て
、
地
域
住
民
の
関
心
も
高
い
の

で
、
で
き
る
だ
け
早
〈
結
論
を
出
し
、
要
請
K
と
た
え
ら
れ
た
い
と
強
〈
要

望
い
た
し
ま
し
免
。

次

K
、
城
山
公
園
用
地
購
入
費
K
つ
い
て
、
土
地
取
得
は
予
定
ど
b
h
y
進

ん
で
い
る
か
説
明
を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、
予
定
ど

hsp園
駅
調

K
進
ん
で
い

る
。
今
回
の
波
額
は
国
庫
補
助
対
象
K
合
わ
ぜ
て
市
で
購
入
す
る
と
と

K
し

た
た
め
の
減
額
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
土
地

K
つ
い
て
は
開
発
公
社
で
購
入

し
て

b
p、
五
十
六
年
度
圏
、
県
の
補
助
金
が
つ
〈
の
で
、
ぞ
れ

K
よ
り
開

発
公
社
か
ら
市
が
購
入
す
る
と
と
と
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
、
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
九
件
に
つ
い
て
、
総
務
委
員

会
K
か
け
る
審
査
の
概
要
を
御
報
告
申
し
上
げ
、
満
場
の
御
輔
質
問
を
賜
り
ま

す
よ
う
念
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
総
務
委
員
会
委
員
長
報
告
と
い
た
し
ま

す。
O
議
長
ハ
五
十
嵐
昇
君
)
以
上
で
委
員
長
の
報
告
を
終

F
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
委
員
長
・
報
告

K
つ
い
て
御
質
疑
を
願
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ

い
ま
せ
ん
か
。

l
l御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。
以
上
で
質
疑
を
終
結
い
た

し
ま
す
。

討

論

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
〉
と
れ
よ
り
討
論
K
入
り
ま
す
。

通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
発
言
を
許
し
ま
す
。

一
番
議
員
神
田
守
睡
君
。
御
登
壇
厳
い
ま
す
。

(
一
番
議
員
神
田
守
隆
君
登
壇
〉

O
一
番
〈
神
留
守
隆
意
)
議
案
の
第
十
三
号
、
十
四
号
、
十
五
号
の
各
議
案

. 
-~ -~ 
a曲、， 

.、
" 

に
反
対
の
討
輪
を
行
い
ま
す
。

議
案
第
十
三
号
は
、
議
員
の
報
酬
を
二
十
一
万
五
千
円
か
ら
=
十
三
万
円

K
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
が
、
私
は
と
れ
ま
で
も
主
獲
し
て
き
た

よ
う
花
、
議
員
の
報
酬
は
そ
の
地
区
の
平
均
的
念
勤
労
者
と
し
て
の
生
活
を

維
持
す
る

K
足
る
費
用
及
び
議
員
と
し
て
の
通
常
の
活
動
費
用
で
あ
り
、
そ

の
決
定
K
あ
た
っ
て
は
十
分

K
住
民
の
了
解
が
得
ら
れ
る
も
の
で
念
け
れ
ば

な
ら
念
い
と
考
え
ま
す
。
議
員
報
酬
二
十
三
万
円
は
、
た
と
え
ば
布
の
控
能

労
務
者
の
平
均
給
料
四
十
七
歳
で
十
四
万
九
千
百
円
な
ど
と
い
う
水
識
か
ら

み
て
高
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
報
酬
審
議
会
で
は
全
員
一
致
の
答
申
を
得

た
と
の
と
と
で
す
が
、
そ
の
審
議
経
過
に
つ
い
て
は
公
表
で
き
念
い
と
の
答

弁
で
あ
り
、
報
酬
審
議
会
の
審
議
と
い
っ
て
も
十
分

K
住
民

κ聞
か
れ
た
も

の
と
念
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
報
酬
審
議
会
の
答
申
を
得
・
だ
か
ら

と
い
っ
て
も
住
民

K
納
得
で
き
る
も
の
で
は
あ

P
ま
せ
ん
。

議
案
第
十
四
号
は
、
市
長
の
給
与
を
五
十
五
万
円
か
ら
五
十
八
万
六
千
円

K
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
が
、
市
長
の
給
料
を
引
き
-
-
上
げ
る
理
由
は
特

K

あ
り
ま
せ
ん
。

同
じ
〈
、
議
案
第
十
五
号
教
育
長
の
給
料
を
四
十
三
万
五
千
円
か
ら
四
十

六
万
三
千
円

K
引
き
上
げ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
が
、
特

K
引
き
上
げ
る
理

由
は
見
当
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
も
、
報
酬
審
議
会
の
答
申
を
得
た
か
ら
と
し
て
い
ま
す
が
、
報
酬

審
議
会
の
審
議
を
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
、
広
〈
住
民

K
納
得
の
で
き
る
形
で
審

議
が
さ
れ
る
よ
う
強
〈
主
強
い
た
し
ま
し
て
、
反
対
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
〉
以
上
で
一
番
議
員
君
の
討
論
を
終
り
ま
す
。

以
上
で
通
告
者
K
よ
る
討
論
を
終
り
ま
す
。

通
告
を
し
な
い
議
員
で
討
論
は
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。
l
I
t
討
論
な
し
と
寵
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。
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
と
れ
主
り
採
決
い
え
し
ま
す
。

採
決
は
分
割
し
て
行
い
ま
す
。

ま
ず
、
議
案
第
十
三
号
乃
至
議
案
第
十
五
号
K
つ
い
て
起
立
w
れ
よ
り
採
決

を
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
十
三
号
乃
至
議
案
第
十
五
号
K
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案

可
決
で
あ
り
ま
す
。

議
案
第
十
三
号
乃
至
議
案
第
十
五
号
を
委
員
長
の
報
告
ど
れ
g
b
可
決
す
る

と
と

K
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

(
賛
成
者
起
立
)

O
議
長
〈
五
十
嵐
昇
君
)
起
立
多
数
で
あ
h
y
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
十
三

号
乃
蓋
議
案
第
十
五
号
の
各
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
か
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
@
次
い
で
、
議
案
第
十
六
号
乃
至
議
案
一
一
十
号
及
び
緑
茶
第
二
十
六
号
の
各

議
案
を
一
括
し
て
採
決
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
十
六
号
乃
至
議
案
第
=
十
号
及
び
議
案
第
二
十
六
号
の
各
議
案
に

つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
り
ま
す
。

各
議
案
を
委
員
長
の
報
告
ど
会

P
可
決
す
る
と
と
K
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん

A
H

。
め
ま
す
。
以
上
で
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

採

決

議

実

の

上

程

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
震
)
日
程
第
二
、
議
案
第
二
十
一
号
乃
至
語
集
第
一
一

十
四
号
及
び
謹
案
第
二
十
七
号
の
各
議
案
を
一
括
し
て
議
題
と
い
え
し
ま
す
。

文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
報
告

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
た
だ
い
ま
議
題
と
を
り
ま
し
た
各
語
集
は
と
も

K
去
る
三
月
十
三
日
の
本
会
議
K
を
い
て
文
教
民
生
委
員
会
K
付
託
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
と
れ
よ
り
各
議
案
K
対
す
る
文
教
民
生
委
員
会
k
b
け
る
審
査

の
経
過
並
び

K
結
果

K
つ
者
・
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
伊
賀
多
朗
君
。
御
登
壇
願
い
ま
す
。

〈
文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
伊
賀
多
朗
君
畳
壇
)
(
拍
手
V

。
文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
〈
伊
賀
多
朗
君
〉
本
定
例
議
会
K
・
お
き
ま
し
て

去
る
三
月
寸
三
日
文
教
民
生
委
員
会
K
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
五
件
K
つ
い

て
、
三
月
十
九
日
委
員
会
を
招
集
し
、
慎
重
宏
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

以
下
、
委
員
会
k
b
け
る
経
過
並
び
に
結
果

K
つ
い
て
宿
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
最
初
K
議
案
の
審
査
結
果
K
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
第
三
十
一
号
館
山
市
立
幼
稚
園
保
育
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
は
賛
成
多
数
を
も
っ
て
、
次
い
で
議
案
第
二
十
二

号
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
K
つ
い
て
、
ま
た
議
案
第
二
十
三
号
館
山
市
青
年

館
の
設
置
及
び
管
理

K
関
す
る
条
例
の
二
搬
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ

い
て
並
び
に
議
案
第
二
十
四
号
舘
山
市
癌
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

κ関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
、
ま
た
さ
ら
w
h

議
案
第
二

十
七
号
昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
と
畜
場
特
別
会
計
補
正
予
算
第
一
号

K
つ

-198-

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
〈
五
十
嵐
昇
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
十

六
号
乃
至
議
案
第
二
十
号
及
び
議
案
第
二
十
六
号
の
各
議
案
は
い
ず
れ
も
原

案
ど

hxp可
決
さ
れ
ま
し
た
。

. 
毛
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い
て
は
全
員
賛
成
を
も
っ
て
、
原
案
ど
h
g
・
9
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
え

し
ま
し
た
。

次
V

匹
、
審
査
の
過
程
k

b
け
る
主
走
事
項
に
つ
い
て
廟
申
し
上
げ
を
す
。

嘗
集
第
二
十
一
号
幼
稚
園
保
育
桝
に
つ
い
て
で
あ

P
ま
す
が
、
入
国
創
刊
を

普
通
交
付
税
算
定
の
基
識
に
合
わ
せ
て
徴
収
す
る
と
と
は
問
題
が
あ
る
、
さ

ら
K
本
古
m
k
b
い
て
は
幼
稚
園
の
就
園
率
が
官
問
〈
、
義
務
教
育
化
し
、
公
立

幼
稚
園
が
整
備
さ
れ
て
か
り
、
算
定
の
前
提
条
件
と
は
具
在
っ
た
状
況
に
あ

る
と
質
し
た
と
と
ろ
、
県
内
の
状
視
は
入
園
料
は
千
円
念
い
し
四
千
円
で
七

od"の
市
が
徴
収
し
て
h
g
h
p
、
保
育
料
は
最
高
八
千
二
百
円
で
、
五
千
円
が

僚
と
ん
ど
で
あ

b
、
館
山
の
場
合
は
そ
れ
と
比
べ
る
と
安
い
、
国
の
基
単
に

即
す
る
と
い
う
と
と
は
低
い
と
い
う
と
と
で
、
そ
の
眼
度
で
あ
る
と
い
う
と

と
で
あ

p
、
父
兄

K
と
官
て
は
い
い
来
世
平
で
は
念
い
か
、
ま
た
国
の
基
準
で

は
十
万
都
市
で
幼
稚
園
五
圏
と
し
て

b
p、
大
体
支
出
総
額
で
一
億
円
程
度

で
あ
る
が
、
館
山
市
の
場
合
は
二
億
九
千
万
と
い
う
と
と
で
異
常
念
支
出
K

念
っ
て
い
る
と
答
弁
が
あ
り
、
私
立
幼
稚
臨
で
は
入
歯
科
四
万
円

K
、
ま
た

保
育
料
は
九
千
円
で
あ
る
が
、
実
擦
に
は
教
材
費
そ
の
他
の
徴
収
金
で
月
一

万
五
千
円
程
度
忙
な
っ
て
b
り
、
安
房
郡
の
場
合
入
園
料
は
取
っ
て
沿
ら
ず

保
育
料
千
五
百
円
乃
至
八
百
円
で
あ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
徴
収
し
た
入
園
料
は
遊
園
《
v
h
充
て
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
が
、
今

後
も
釜
本
的

K
は
そ
う
い
う
考
え
方
で
い
か
れ
る
か
と
一
問
う
え
と
と
ろ
、
五

十
六
年
度
及
び
当
分
の
聞
は
遊
具
が
充
実
で
き
る
ま
で
遊
具
-K
充
て
、
ぞ
れ

以
後
は
幼
稚
園
の
一
般
的
左
施
設
整
備

K
使
い
た
い
と
答
え
が
あ
り
ま
し
た
。

次
K
、
入
園
料
徴
収

κつ
い
て
事
鵡
に
父
見
の
了
解
を
銀
河
て
い
る
か
と
質

し
た
と
ζ

ろ
、
園
長
会
で
半
年
前
か
ら
話
を
出
し
て
い
る
、
知

P
待
た
範
囲

で
は
反
対
は
念
い
、
父
兄
金
体
と
い
う
と
と
ろ
ま
で
は
い
っ
て
い
念
い
と
答
弁

. 
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が
あ
り
、
ま
た
女
兄
の
所
得
差
K
よ
っ
て
差
を
つ
け
念
い
で
、
}
稼
四
千
円

で
は
公
平
で
設
い
、
減
免
の
処
匿
を
考
え
念
い
か
と
尋
ね
た
と
と
る
、
生
活

保
護
の
家
庭
は
免
除
す
る
と
い
う
説
明
が
あ
り
を
し
た
。

ま
た
、
幼
稚
園
の
灘
具
、
教
育
内
容
を
検
討
す
る
会
の
編
成
念

E
K
つ
い

て
費
し
た
と
と
ろ
、
教
育
問
題
研
究
委
員
会
で
幼
稚
園
都
と
小
学
校
都
K
分

か
れ
て
い
る
、
幼
稚
園
は
園
長
を
守
心
舵
五
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
十
回

以
上
会
議
は
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
と
説
明
が
多
り
ま
し
た
。

次
い
で
、
酎
論
K
移
り
、
反
対
討
論
ば
、
交
付
税
算
定
上
の
入
園
料
を
基

準
K
し
て
入
園
料
を
徴
収
す
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
が
、
f

他
市
と
条
件
を
園
宍

W

仇
し
て
か
り
、
他
市
が
多
領
の
徴
収
を
し
て
い
る
と
い
う
と
と
を
倒
K
挙
げ

て
も
理
由

K
念
ら
念
い
、
を
た
鴨
川
串
予
期
夷
地
区
教
育
委
員
会
で
は
館
山
の

半
分
以
下

K
押
さ
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
と
と
で
館
山
市
が
入
国
一
料

を
徴
仰
臥
す
る
と
い
う
と
と
は
均
衡
を
失
す
る
ζ

と
K
念
る
と
考
え
る
。
賛
成

討
論
は
、
幼
稚
園
、
保
管
菌
加
w
準
義
務
教
育
と
い
う
と
と
は
必
ず
し
も
よ
い

と
は
思
わ
れ
設
い
1

1

小
さ
い
タ
ち
絃
親
の
完
で
し
つ
け
を
す
べ
き
で
あ
h
y
、

親
が
経
済
的
負
担
を
経
〈
す
る
た
め

K
働
き
K
出
て
子
供
を
直
接
育
て
念
い

と
い
う
と
と
が
教
育
の
荒
廃
を
来
す
結
果

K
念
っ
て
い
る
と
思
う
、
四
千
円

の
入
園
料
徴
収
は
そ
う
父
兄
の
反
対
も
念
い
と
い
う
と
と
で
あ
る

L
、
経
積

的
負
担
w
h

念
ら
念
い
と
思
う
町
一
部
受
益
者
負
担
と
い
ラ
と
と
で
賛
成
す
る
、

と
い
う
ζ

と
で
る
り
、
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

次
W

匹
、
議
案
第
一
一
十
三
号

K
つ
い
て
、
印
鑑
の
材
質
は
虎
磁
石
で
、
床

κ

や
わ
ら
か
い
も
の
を
数
〈
之
と
は
今
後
検
討
す
る
。
三
万
二
千
五
苔
一
一
十
円

は
問
じ
も
の
を
彫
っ
て
の
全
部
の
値
段
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
、
次
い
で

損
容
賠
輔
の
低
額
念
も
の
w
h

つ
い
て
県
内
で
専
決
処
分
の
処
置
を
と
タ
て
い

今一 199-



る
市
は
あ
る
か
、
事
の
佐
賀
上
、
速
や
か

K
対
処
す
ベ
《
低
額
念
事
故
に
つ

い
て
は
専
決
処
分
の
適
用
が
必
要
と
思
う
が
と
質
し
た
と
ζ

ろ
、
県
下
二
十

六
市
中
十
玄
布
K
か
い
て
専
決
処
分
が
龍
め
ら
れ
て
い
る
‘
額
と
し
て
は
十

万
以
下
一
布
、
五
十
万
未
満
一
布
、
五
十
万
以
下
五
布
、
百
万
以
下
八
市
で

あ
h
y
、
ま
た
当
布
で
の
県
の
地
方
醸
の
行
政
査
察
の
際
に
も
専
決
処
分
の
条

例
を
つ
〈
る
よ
う
指
導
を
受
け
て
い
る
、
接
会
の
議
決
構
忙
係
る
と
と
な
の

で
語
会
と
話
し
合
い
を
行
い
十
分
な
ヨ

y
セ
Y
サ
ヌ
を
得
た
い
、
と
の
と
と

は
被
害
者
K
対
し
て
も
プ
ラ
ス
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。さ
ら
夜
、
話
し
合
い
が
成
立
す
る
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
直
接
本
人

と
話
し
合
い
を
し
、
印
相
印
鑑
で
あ
る
の
で
同
じ
業
者
K
つ
〈
ら
せ
、
費
用

鉱
工
切
市
が
負
担
す
る
と
い
う
と
と
で
話
し
合
い
が
成
立
し
た
、
と
の
協
議

が
成
立
し
た
と
と
を
確
認
す
る
積
極
書
も
と
っ
て
あ
り
、
そ
の
後
印
鑑
が
で

き
た
の
で
議
決
後
に
支
払
う
と
と

K
な
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次

K
、
議
案
第
ニ
十
三
号
K
つ
い
て
、
青
年
館
の
設
置
K
つ
い
て
で
あ
り

を
す
が
、
圃
燃
は
青
年
館
設
置
事
業
補
助
金
焚
付
要
綱
K
基
づ
き
市
町
村
が
設

置
す
る
も
の
夜
対
し
補
助
す
る
と
い
う
ζ
と
K
念
ョ
て

h
x
b、
設
置
は
市
の

問
題
で
あ
h
y
、
ま
た
県
の
建
設
計
画
は
当
初
千
館
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、

現
在
は
千
五
百
館
程
度
建
設
さ
れ
た
そ
う
で
あ
り
、
来
年
度
か
ら
は
取
り
や

め
た
い
意
向
で
あ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
と
で
‘
設
置
の
希
望
と
今
後
の
市
の
考
え
方
を
質
し
た
と
と
る
、
設
置

要
望
絃
従
来
一
館
念
い
し
こ
館
程
度
、
県
と
し
て
絃
従
来
の
小
さ
念
青
年
館

で
念
〈
て
も
っ
と
広
域
的
念
大
き
念
青
年
鎮
の
補
助
事
業
を
し
た
い
意
向
で
、

布
は
と
れ

K
準
拠
し
て
や
っ
て
い
〈
と
と

K
な
る
が
、
燥
の
補
助
が
な
〈
在

っ
た
場
合
同
H

、
現
夜
と
h
p
上
げ
て
い
る
コ
さ

a
a
テ
ィ
事
業
の
中
で
、
割
削
落

"‘ 
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の
集
会
所
の
よ
う
念
ヨ
ミ
晶
忌
テ
ィ
施
設
建
設

K
♂
つ
い
て
、
串
同
年
鎗
K
見
合

ラ
だ
け
の
補
助
を
し
て
い
き
た
い
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
1

脊
年
館
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
町
内
会
長
と
契
約
を
結
び
、
地
一
売

で
通
常
の
選
管
管
理
を
行
っ
て
も
ら
い
、
使
用

K
つ
い
て
は
特
殊
念
ク

l
広

が
あ
っ
た
場
合
は
市
の
ほ
う
と
合
議
し
て
い
た
だ
〈
、
ま
え
通
常
の
維
持
管

理
費
は
原
則
的

K
地
元
で
負
担
し
て
い
た
だ
〈
が
、
昨
年
事
同
年
鎗
の
ほ
う
か

ら
要
望
が
あ
り
、
五
十
五
年
度
か
ら
補
修
費
K
つ
い
て
は
若
干
市
の
ほ
う
で

助
成
す
る
£
ぅ
、
材
料
支
給
の
形
で
予
算
化
し
て
い
る
、
火
災
保
険
は
市
有

物
件
と
し
て
の
火
災
保
険
K
加
入
し
、
万
全
を
期
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
え
。

南
町
青
年
鎮
の
建
設
費
は
七
百
万
円
、
う
ち
百
七
十
万
円
が
県
費
並
び
k

tm費
で
、
そ
れ
以
外
は
地
元
の
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
の
と
と
で
あ
り

・
ま
し
た
。

-2∞一

ヨ
さ
ュ
ニ
テ
ィ
補
助
事
業
の
場
合
、
七
百
万
ぐ
ら
い
か
か
れ
ば

百
七
十
万
〈
ら
い
の
繍
助
を
考
え
て
い
る
か
と
質
し
た
と
ζ

ろ
、
そ
の
場
合

は
施
設
は
市
の
物
件
で
念
〈
地
元
の
物
件
で
あ
り
、
四
分
の
一
程
度
の
補
助

を
行
い
、
限
度
額
を
二
百
万
ぐ
ら
い

K
し
た
い
と
現
在
考
え
て
い
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

次
V

件
、
議
案
第
二
十
四
号
に
つ
い
て
質
疑
を
し
て
、
現
在
廃
棄
物
の
従
量

制
の
〈
み
取

P
は
酎
量
の
正
確
性
K
不
安
が
あ
り
ト
ラ
ブ
ル
が
予
想
さ
れ
る

が
、
住
民

K
周
知
す
る
た
め

K
期
間
を
置
〈
べ
き
で
は
念
い
か
、
を
た
雨
水

の
流
入
な
ど
特
別
の
場
合
は
期
限
を
切
っ
て
減
免
措
置
は
考
え
ら
れ
な
い
か

尋
ね
た
と
と
ろ
、
従
量
制
の
ほ
う
が
公
平
で
、
現
在
す
で

K
十
八
リ
タ
ト
ル

単
位

K
よ
る
従
量
制
を
実
施
し
て
い
る
の
が
四

O
d
wあ
h
y
、
今
回
は
十
リ
タ

ト
ル
単
位
で
四
捨
五
入
し
、
い
ま
ま
で
よ

P
読
み
取

p
や
す
い
、
誤
差
は
数

さ
ら
W

件、

咽

戸

/

、~
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リ
ッ
ト
ル
と
考
え
て
h
u
h
y
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
検
討
し
て
移
行
を
考
え
た
、

被
免
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
左
い
が
今
後
検
討
す
る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
原
則
と
し
て
、
月
一
回
の
計
画
収
集
体
制
は
〈
ず
さ
ず
、
月
二
同

ふ
た
月
一
一
回
の
と
と
ろ
も
あ

p
、
さ
ら

K
事
務
の
繁
維
を
解
消
す
る

K
つ
い

て
は
、
人
頭
制
の
場
合
、
住
民
登
録
登
載
人
数
を
基
本
と
し
て
い
る
た
め
、

月
一
回
は
市
民
課
と
連
絡
し
て
異
動
世
帯
の
変
更
を
し
念
け
れ
ば
念
ら
ぬ
が
、

従
量
制
の
場
合
は
住
民
の
届
も
要
ら
左
い
し
、
住
民
票
の
チ
ェ
ッ
ク
も
不
要

と
念
る
。
人
数
K
つ
い
て
は
市
か
ら
公
社
K
二
名
出
向
し
て
い
る
が
、
公
社

自
体
の
省
カ
化
の
検
討
の
中
で
‘
}
名
ぐ
ら
い
減
員
可
能
で
は
念
い
か
と
検

針
し
て
い
る
と
説
明
が
あ

P
ま
し
た
。

ま
た
、
公
社
職
員
と
の
話
し
合
い
は
進
ん
で
い
る
か
と
質
し
た
と
ζ

ろ、

職
員
と
組
合
の
団
体
交
渉
を
行
っ
て
い
る
、
組
合
と
し
て
反
対
は
し
念
い
が
、

市
民
か
ら
の
苦
情
が
あ
っ
た
場
合
、
公
社
と
し
て
対
処
さ
れ
た
い
と
の
意
見

が
あ
り
、
そ
の
方
向
で
進
む
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
計
量
器
は
水
道
の
よ
う
念
一
山
リ
ッ
ト
ル
き
ぎ
み
メ
ー
タ
ー
は
不
可

能
で
一
、
十
リ
ッ
ト
ル
が
限
度
で
あ

p
、
重
量
制

K
つ
い
て
は
か
〈
は
ん
装
置

を
含
め
て
現
在
ま
で
聞
い
て
い
を
い
。

を
た
、
今
度
の
従
量
制
は
す
べ
て
の
問
題
点
を
検
討
し
た
上
で
移
行
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
一
年
え
っ
て
問
題
が
多
い
場
合
は
そ
の
時
点
で
検
討
す
る

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
二
十
七
号
K
つ
い
て
、
補
正
予
算
中
、
と
場
の
臨
時
と
夫
賃
金
の

滅
額
が
補
正
の
中
心
K
念
っ
て
い
る
が
、
労
働
条
件
と
賃
金
は
妥
当
か
と
質

し
た
の

K
対
し
、
日
給
三
千
七
百
円
で
安
い
と
感
じ
る
が
、
賃
金
の
上
昇
は

使
用
料
の
増
額
と
念
っ
て
〈
る
の
で
む
ず
か
し
い
、
勤
務
体
制
は
週
二
日
と

い
う
と
と
も
あ
っ
て
新
規

K
採
用
で
き
念
か
っ
た
と
答
弁
が
あ
り
、
と
殺
状

二:s..
〆4・k

.、

況
の
数
も
市
内
よ
り
市
外
の
数
が
若
干
多
い
と
説
明
が
あ
り
、
ま
た
広
域
的

念
見
地
で
運
営
す
る
と
と
を
か
ね
て
か
ら
県
、
広
繊
圏

K
要
望
し
て
い
る
が
、

今
後
も
引
き
続
女
-
要
望
し
て
い
〈
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
、
文
教
民
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
に
つ
い
て
、
本
委
員

会
の
審
査
の
概
要
を
御
報
告
申
し
上
げ
を
し
え
。

満
場
一
致
の
御
賛
同
を
賜
り
ま
す
よ
う
会
顧
い
い
え
し
ま
し
て
、
文
教
民

生
委
員
会
委
員
長
の
報
告
を
終
り
ま
す
。

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
以
上
で
委
員
長
の
報
告
を
終

P
を
す
。

た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告
K
つ
い
て
御
質
疑
を
阪
府
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ

い
ま
せ
ん
か
。

l
!御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。
以
上
唱
し
品
質
疑
を
終
結
い
た

し
ま
す
。

討

論

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
と
れ
よ
り
討
論
に
入
り
を
す
。

通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
発
奮
を
許
し
ま
す
。

一
番
議
員
神
田
守
隆
君
。
調
登
壇
願
い
ま
す
。

(
一
番
議
員
枠
図
守
隆
君
畳
壇
)

O

一
番
(
神
図
守
経
君
)
議
案
第
二
十
一
号
K
反
対
の
討
論
を
行
い
ま
す
。

館
山
市
立
幼
稚
園
で
新
た

K
四
千
円
の
入
園
料
を
徴
収
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ

p
ま
す
が
、
館
山
市
は
安
房
郡
内
の
千
倉
、
白
浜
、
あ
る
い
は
鴨
川

念
ど
と
並
ん
で
公
立
幼
稚
園
が
完
備
さ
れ
、
幼
稚
間
K
関
し
て
は
先
進
地
で

あ
る
と
岳
負
を
し
て
い
る
わ
け
で
あ
h
y
ま
す
。
か
つ
て
は
幼
稚
園
は
無
料
と

い
う
時
代
も
あ

D
ま
し
た
。
と
と
る
が
、
最
近
は
安
房
郡
市
K
比
べ
き
し
て

一
段
と
館
山
市
は
父
母
負
担
が
多
〈
念
っ
て
き
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
千
倉

念
ど
で
は
幼
稚
園
の
授
業
料
は
千
五
百
円
、
と
れ

K
対
し
館
山
で
は
三
千
六
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百
円
で
す
。
も
ち
ろ
ん

λ
掴
科
を
徴
収
す
る
の
は
館
山
だ
け
で
あ
り
ま
す
。

市
長
は
、
幼
稚
園
の
父
母
負
担
の
基
準
は
国
の
示
す
交
付
税
算
定
の
基
撃

だ
と
嘗
う
わ
け
で
あ

b
ま
す
が
、
と
の
中
で
は
念
る
ほ
ど
父
母
負
担
は
授
業

料
で
三
千
六
百
円
、
入
園
料
四
千
円
と
念
ヨ
て
い
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、

と
の
基
世
帯
は
何
も
館
山
市
だ
け
の
た
め

K
あ
る
の
で
は
あ

b
ま
せ
ん
。
ほ
か

の
自
治
体
は
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
独
自
K
そ
の
地
域
K
あ
っ
た
基
準
で
定
め

て
い
る
の
で
す
。

同
じ
焚
付
説
@
算
定
基
準
で
は
、
た
と
え
ば
市
長
の
交
際
費
は
二
百
万
円

市
長
の
給
料
は
月
績
で
五
十
一
万
円
と
念
っ
て
い
ま
す
。
市
長
吏
際
費
は
四

百
五
十
万
円
の
予
算
で
す
か
ら
と
れ
だ
け
で
も
二
百
五
十
万
円
オ
ー
バ
ー
、

給
料
ば
月
額
七
万
円
余
9
オ
ー
バ
ー
を
し
て
い
る
わ
け
で
、
年
額
で
百
二
十

万
円
も
基
準
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
と
と

K
念
り
ま
す
。
基
準
ど
h
g
h
y

や
る

と
い
う
の
念
ら
市
長
交
際
費
や
市
長
の
給
料
を
基
準

E
b
p
や
る
だ
け
で
、

新
た

K
三
百
七
十
万
円
余
の
財
源
が
で
き
る
わ
け
で
、
入
園
料
を
徴
収
す
る

と
と
で
新
た

K
ふ
え
る
分
二
百
七
十
万
円
あ
を
h
y
念
ど
は
帳
消
し

K
し
て
沿

っ
h
p
が
〈
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

と
う
し
た
点
を
見
て
も
、
国
の
示
す
基
準
で
入
園
料
を
取
る
ん
だ
と
い
う

の
は
理
由
が
成
・
9
立
ち
ま
せ
ん
。
以
上
の
点
か
ら
と
の
議
案
に
反
対
を
い
た

し
ま
す
。

O
議
長
〈
五
十
嵐
昇
君
)
以
上
で
一
番
謹
員
煮
の
討
論
を
終
り
ま
す
。

以
上
で
通
告
者
K
よ
る
討
論
を
終
り
ま
す
。

通
告
を
し
念
い
議
員
で
討
論
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〈
七
番
議
員
古
賀
礼
四
郎
君
登
壇
〉

O
七
番
(
古
賀
礼
四
郎
君
)
た
だ
い
ま
の
二
十
一
号
曹
案
K
対
し
て
賛
成
の

討
論
を
い
た
し
ま
す
。

定

ノ〆、品、、J

ー

E 

買

ヲ

交
付
韓
基
準
K
も
一
市
さ
れ
て
い
る
と
b
・
り
の
、
ワ
タ
内
の
額
で
あ
り
愛
し

て
、
私
は
通
告
質
問
w
h

も
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う

K
、
子
供
の
教
育
絃
あ
〈

.
ま
で
も
裁
が
や
ら
念
け
れ
ば
念
ら
左
い
、
と
う
思
う
も
の
で
あ

P
ま
す
。
他

人
の
先
生
K
預
け
て
、
幼
稚
園
、
保
育
園
K
預
け
て
、
ス
キ
ン
シ
タ
プ
の
時

間
が
念
い
と
い
ラ
の
が
専
問
少
年
に
な
っ
て
か
ら
の
教
育
の
荒
廃
K
つ
念
が
っ

て
い
る
と
私
拡
信
じ
て
沿
り
ま
す
の
で
、
幼
稚
園
教
育

K
つ
い
て
も
親
が
も

っ
と
余
裕
を
持
っ
て
自
分
の
子
供
の
し
つ
け
を
す
る
と
い
う
の
が
一
番
い
い

と
と
で
は
左
か
ろ
う
か
と
患
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
時

K
、
幼
稚
園
教
育
を
義
務
化
す
る
と
い
う
よ
う
左
と
と

K
念

っ
て
き
た
ん
で
は
私
は
い
け
を
い
と
患
い
ま
す
。
幼
稚
園
の
教
育
、
就
学
ま

で
は
あ
く
ま
で
も
親
が
余
裕
を
持
っ
て
人
間
ら
し
い
生
活
教
育
を
や
っ
て
い

か
念
け
れ
ば
念
ら
な
い
。
学
校
K
入
っ
て
初
め
て
い
る
ん
念
知
織
教
育
、
徳

育
教
育
、
体
育
、

ζ

う
い
う
も
の
を
や
る
。
学
校
K
入
る
ま
で
は
あ
〈
ま
で

人
間
と
し
て
の
生
活
の
教
育
を
し
な
け
れ
ば
念
ら
念
い
。
と
れ

K
つ
い
て
幼

稚
園
と
か
保
育
園
K
預
け
ま
す
と
、
ど
う
し
て
も
集
団
教
育
が
主
綻
念
っ
て

一
人
一
人
に
真
か
ら
親
が
今
後
人
聞
と
し
て
生
き
て
い
〈
ベ
き
生
活
態
度
‘

と
う
い
う
も
の
を
教
え
る
時
間
が
少
念
い
ん
で
は
念
恥
か
と
患
い
ま
す
の
で
、

あ
〈
ま
で
も
親
が
も
っ
と
め
ん
ど
う
を
見
る
べ
き
だ
-
と
と
う
確
信
を
し
て
h
g

り
ま
す
。

よ
っ
て
、
一
一
十
一
号
議
案
K
賛
成
の
討
論
を
い
た
し
ま
す
。
(
拍
手
)

O
議
長
(
玄
十
嵐
昇
君
〉
他
K
討
論
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。

l
i討
論
な
し

と
認
め
ま
す
。
以
上
で
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
J

i
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決

O
議
長
〈
五
十
嵐

と
れ
よ
り
採
決
い
た

L
ま
す
。

昇
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〉
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ノち』、

採
決
は
分
割
し
て
行
い
ま
す
。

ま
ず
、
議
案
第
二
十
一
号

K
つ
い
て
起
立
に
よ
り
採
決
を
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
二
十
一
号

K
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
P
を
す
。

醸
集
第
二
十
一
号
を
委
員
長
の
報
告
E
b
b
可
決
す
る
と
と

K
賛
成
の
諦

君
の
起
立
を
求
め
を
す
。

(
質
成
者
起
立
U

O
語
長
ハ
五
十
嵐
昇
震
V

起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
二
十

一
号
館
山
市
立
幼
稚
園
保
脊
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
は
原
案
ど

b
b
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
議
案
第
二
十
二
号
乃
至
議
案
第
二
十
四
号
及
び
構
築
第
二
十
七

号
の
各
語
集
を
一
括
し
て
採
決
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
二
十
ご
号
乃
至
麓
集
第
二
十
四
号
及
び
議
案
第
一
-
十
七
号
の
各
観

察
K
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
り
ま
す
。

各
議
案
を
委
員
長
の
報
告
ど
h
g
h
y
可
決
す
る
と
と
w
h
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん

a
g
e
 

〈
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
-
P
)

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
御
異
議
念
し
と
留
め
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
ご

十
二
号
乃
至
議
案
第
二
十
四
号
及
び
構
築
第
二
十
七
号
の
各
議
案
は
い
ず
れ

も
原
案
ど
b
h
y
可
決
さ
れ
一
を
し
た
。

議

案

上

の

程

。
撞
長
(
五
十
嵐
昇
君
〉
日
程
第
三
、
議
案
第
二
十
五
号
及
び
議
案
第
二

十
八
号
の
各
議
案
を
一
括
し
て
聾
題
と
い
た
し
ま
す
。

建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
報
告

_. 
，-. 

-、

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
た
だ
い
ま
議
題
と
念
り
ま
し
た
各
議
案
は
、
と

も
K
去
る
三
月
十
一
二
日
の
本
会
議
K
が
い
て
建
設
経
済
委
員
会

K
付
託
さ
れ

た
も
の
で
る
り
を
す
。
ま
っ
て
、
と
れ
よ
り
各
議
案
K
対
す
る
建
設
経
済
委

員
会
w
h
b
け
る
審
査
の
経
過
並
び

K
結
果

K
っ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま

す

。

戸

山

一

三

建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
流
山
源
氏
郎
君
。
御
登
壇
願
怖
を
す
。

d

(

建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
流
山
源
次
郎
君
登
壇
〉
(
拍
手
)

O
建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
(
流
山
添
次
郎
君
〉
去
る
一
三
月
十
三
日
の
本
会

議

K
沿
い
て
建
設
経
済
要
員
会

K
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
第
三
十
五
号
及
び

議
案
第
二
十
八
号
に
つ
き
を
し
て
、
三
月
=
十
日
牛
前
十
時
委
員
会
を
~
開
会

し
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
員
一
致
原
案
ど
沿
り
可
決
す
ベ
き
も
の
と
決
し

さ
し
た
。

次
V

件
、
審
査
の
経
過
及
び
結
来

K
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
愛
す
。

議
案
第
二
十
五
号
布
道
路
線
の
認
定
K
つ
い
て
次
の
費
問
が
あ
り
を
し
た
。

薗
南
穂
、
品
川
原
山
王
藤
K
つ
い
て
想
定
す
る
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
を
た

だ
し
ま
し
た
と
と
ろ
、
蘭
南
綿

K
つ
い
て
は
旧
国
道
で
あ
り
、
沿
道
の
住
民

よ
り
用
地
を
無
償
で
提
供
す
る
の
で
改
良
し
て
も
ら
い
た
い
旨
の
要
望
に
基

い
て
今
年
度
稿
員
四
メ
ー
ト
ル
、
延
長
二
百
五
十
一
-
一
メ
ー
ト
ル
を
改
良
し
、

市
道

K
認
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
竹
原
山
王
線

K
つ
い
て
は
、
と
の
央
vh
ほ

場
整
備
に
よ
り
五
メ
ー
ト
ル

K
拡
幅
し
た
道
路
が
あ
る
が
、
入
口
部
分
が
狭

い
の
で
用
地
の
無
償
提
供
を
受
付
、
今
年
度
額
員
五
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
四
十

八
メ
ー
ト
ル
を
敬
良
し
、
布
選
に
認
定
し
£
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
旨
の
答

弁
を
得
て
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

次

K
、
・
議
案
第
二
十
八
号
昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
K
つ
い
て
主
念
質
疑
応
答
を
h
F
伝
え
い
た
し
ま
す
。

、
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山
本
浄
水
相
場
用
地
K
つ
い
て
は
、
地
主
の
理
由
で
買
収
で
き
念
い
旨
の
説

明
で
あ
る
が
、
将
来
買
収
す
る
の
か
の
間
い
に
対
し
、
現
在
年
間
百
五
十
万

円
の
賃
貸
料
を
払
A
M

て
借
入
し
て
い
る
が
、
山
本
浄
水
場
は
将
来
に
わ
た
っ

て
使
用
し
て
い
〈
考
え
で
あ
る
の
で
、
将
来
。
水
道
計
画

K
合
わ
せ
て
買
収

を
考
え
て
い
き
た
い
旨
の
答
弁
が
あ
h
y
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
山
本
浄
水
場
の
面
積
及
び
予
定
単
価
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
と

と
ろ
、
地
自
は
宅
地
で
面
積
は
三
千
九
百
八
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル
だ
が
実
測

す
れ
ば
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
〈
ら
い
あ
る
乏
い
ラ
ζ

と
で
、
予
算
積
算
K
あ

た
っ
て
は
一
平
米
一
万
円
と
し
て
玄
千
万
円
計
上
し
た
旨
の
説
明
を
受
け
、

説
明
書
で
は
山
本
浄
水
場
用
地
が
買
収
で
き
念
〈
念
っ
た
と
し
て
四
千
百
四

十
三
万
九
千
円
滋
領
す
る
と
あ
る
が
、
数
字
w
h
食
い
違
い
が
あ
る
が
と
の
再

質
聞
に
対
し
、
用
地
購
入
賞
K
つ
い
て
当
初
山
本
浄
水
場
用
地
質
収
賓
と
し

て
五
千
万
円
、
山
山
野
白
馬
関
係
で
八
十
一
一
万
五
千
円
、
計
五
千
八
十
二
万
五
千

円
を
計
上
し
た
が
、
年
度
中
途
k
b
い
て
当
初
予
定
し
て
な
か
っ
た
作
名
、

真
倉
、
見
物
の
用
地
に
つ
い
て
策
収
の
必
要
が
生
じ
買
収
し
た
と
と
K
よ
る

も
の
で
あ
る
。
今
回
の
減
額
四
千
百
四
十
三
万
九
千
円
は
、
当
初
予
算
か
ら

五
十
五
年
度
執
行
額
九
百
三
十
八
万
五
千
二
百
三
十
円
を
差
し
引
い
た
金
額

で
あ
る
。
ま
た
説
明

K
具
体
的
に
記
載
す
べ
き
だ
っ
た
、
不
備
が
あ
っ
た
の

で
今
後
注
意
し
た
い
旨
の
答
弁
あ
り
、
用
地
賜
入
費
の
予
算
計
上
に
あ
た
っ

て
は
単
価
、
菌
積
等
で
き
る
だ
け
的
確

K
把
握
し
て
計
上
し
て
も
ら
い
た
い

旨
の
要
望
を
由
申
し
入
れ
全
員
一
致
原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

以
上
、
審
査
の
結
果
及
び
概
要
を
御
報
告
・
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
念

K
と

ぞ
満
場
の
御
賛
同
を
賜
り
ま
す
よ
う
念
願
い
申
し
上
げ
、
建
設
経
梼
委
員
会

委
員
長
報
告
を
終
り
を
す
。

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
索
)

た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告
K
つ
い
て
御
質
疑
を
願
い
ま
す
。
御
賞
獲
ど
ざ

い
ま
せ
ん
か
。

1

1
御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
宮
て
質
疑
を
終
結
い
た

し
ま
す
。

と
れ
よ
り
討
論

K
入
り
ま
す
。

通
告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
討
論
あ
り
ま
せ
ん
か
。

i
!
討
論
念
し

と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

探

決

。
曹
長
(
五
十
嵐
昇
君
〉

ζ

れ
よ
り
採
決
い
え
し
ま
す
。

採
決
は
一
括
し
て
行
い
ま
す
。

議
案
第
二
十
五
号
及
び
議
案
第
二
十
八
号
K
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は

原
案
可
決
で
あ
・
9
4
Z

す。

各
議
案
を
委
員
長
の
報
告
ど
h
g
h
y
可
決
す
る
と
と
に
御
異
議
あ
り
愛
せ
ん

か。
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(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y
v

O
鶴
間
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
£
ヨ
て
蟻
集
第
二

十
五
号
及
び
憲
案
第
二
十
八
号
の
各
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
ど

hxp可
決
さ

れ
を
し
た
。議

案

上

の

程

O
議
長
(
玄
十
嵐
昇
君
〉
日
程
第
四
、
韓
案
第
四
号
乃
蚕
議
案
第
十
号
昭

和
五
十
六
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
予
算
を
一
括
し
て
議
題
ξ
い
た

し
ま
す
。

以
上
で
委
員
長
の
報
告
を
終
り
ま
す
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

b 

L 

/戸、ベ〆
鳴

t ， 

4通.

ー〆ーー‘

‘---' 



十

〉曲、

。
議
長
〈
五
十
嵐
昇
索
〉
た
だ
い
ま
議
題
と
念

P
ま
し
た
各
会
計
予
算
は

と
も
に
去
る
三
月
十
六
日
の
本
会
議
で
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
付
託
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
と
れ
ま
h
y
各
会
計
予
算
に
対
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
K
か

け
る
審
査
の
経
過
並
び

K
結
果
に
つ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
を
す
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
安
否
益
男
君
。
御
霊
壇
願
い
ま
す
。

〈
予
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
安
西
益
男
君
登
壇
〉

O
予
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
〈
安
西
益
男
君
)
・
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り

・
ま
し
た
譜
集
第
四
号
乃
至
議
案
第
十
号
昭
和
五
十
六
年
度
飯
山
市
一
般
会
計

並
び
K
特
別
会
計
予
算
に
係
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
k
b
き
ま
す
審
査
の

経
過
並
び

K
結
果
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
十
六
日
開
会
の
本
会
議
k
b
き
ま
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
本
委
員
会

を
二
十
三
日
、
二
十
四
日
の
両
日

K
わ
た
り
招
集
し
、
各
会
計
w
h
h
x

け
る
予

算

κっ
き
慎
重

K
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

以
下
、
委
員
会
k
b
き
を
す
質
疑
応
答
等
整
理
い
え
し
ま
し
て
、
そ
の
概

要
を
御
報
告
い
え
し
ま
す
。

ま
ず
、
一
般
会
計
歳
出
中
、
総
務
費
で
あ
h
p
ま
す
が
、
近
年
情
報
公
開

K

対
す
る
要
望
が
高
ま
っ
て
い
る
と
と
か
ら
、
市
行
政
K
関
す
る
資
料
を
公
共

的
念
場
所
に
設
置
し
、
市
民
が
活
用
で
き
る
主
う

K
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
♂
と
の
質
問
に
対
し
、
現
在
市
の
掲
示
板
、
広
報
、
回
覧
等
K
よ
り
住
民
K

周
知
を
図
っ
て
い
る
し
、
念
会
予
算
書
等
に
つ
い
て
は
市
民
課
窓
口
で
市
民

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
公
共
的
念
場
所
へ
の
設
置
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
W

作
、
コ
、
、
、
皐
エ
テ
ィ
事
業
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
本
年
度
の

事
業
計
画
と
交
付
の
基
準
忙
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
と
と
ろ
、
五
十
五
年
w
h

ち民

年

交
付
要
綱
を
定
め
、
と
れ
に
基
づ
き
補
助
を
行
う
。
本
年
度
ョ
、
、
、
品
目
戸
テ
4

集
会
施
設
ニ
カ
所
、
生
活
道
路
、
生
活
排
水
施
設
等
の
事
業
三
カ
所
、
コ
ミ

ュ
エ
テ
ィ
広
場
一
カ
所
を
予
定
し
て
い
る
。
各
事
業
の
補
助
率
と
し
て
は
、

防
災
施
設
等
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
二
分
の
一
、
限
度
額
二
百
万
、
環
境
保

全
施
設
等
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
三
分
の
一
、
限
度
額
二
十
万
、
コ
ミ
a

-
一
テ
ィ
施
設
、
集
会
施
設
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
四
分
の
一
、
限
度
額
二

百
万
、
ス
ポ
ー
ツ

ν
ク
リ
ェ

1
シ
胃
ン
施
設
に
つ
い
て
は
二
十
万
を
限
度
と

し
て
い
る
。
な
台
、

ζ

の
ほ
か

K
も
活
動
と
し
て
は
健
康
づ
〈
-P
、
ク
リ
l

y
活
動
等
実
施
さ
れ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次

K
、
民
生
費
中
、
民
生
委
員
業
努
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
と

の
内
容
舵
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、
館
山
市
k
b
け
る
民
生
要

員
の
定
数
は
九
十
三
名
で
、
厚
生
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
て
い
る
。
業
務
委
託

料
に
つ
い
て
は
、
民
生
委
員
の
活
動
費
が
主
な
も
の
で
、
そ
の
ほ
か
研
修
費

地
区
会
議
の
費
用
で
あ
り
、
活
動
車
覧
は
年
間
一
人
当
た
h
y
三
万
円
程
度
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次

K
、
衛
生
費
し
尿
処
理
費
一
中
‘
需
用
費
が
大
幅
に
増
額
さ
れ
て
い
る
が

新
し
い
施
設
の
試
運
転
の
計
画
、
職
員
に
対
す
る
技
術
指
導
K
つ
い
て
説
明

を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、
七
月
か
ら
施
設
を
動
か
す
と
と
を
考
え
て
い
る
。

試
運
転
は
通
常
一
一
カ
月
で
あ
る
が
、
職
員
の
指
導
訓
練
を
含
め
て
三
カ
月
を

予
定
し
、
引
き
続
き
本
運
転

K
入
h
y
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
w
h
、
労
働
費
中
、
勤
労
者
団
体
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
対
象

者
支
出
目
的
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
と
と
ろ
、
労
働
組
合
組
織
を
持
っ
た

と
と
ろ

K
補
助
す
る
も
の
で
あ
り
、
健
全
左
級
合
活
動
の
推
進
、
勤
労
意
欲

の
増
進
等
を
目
的
と
し
て
、
具
体
的
代
は
生
活
相
談
所
の
開
設
、
労
働
講
座

の
開
設
、
体
育
大
会
等
補
助
目
的
K
沿
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
と
の
説
明
が
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4
e
h
y
ま
し
た
。

次
K
?
水
産
業
費
中
、
館
山
湾
漁
場
開
発
調
査
研
究
委
託
料
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
帯
牽
の
内
容
K
つ
い
て
質
問
い
え
し
ま
し
た
と
と
ろ
、
舘
山
湾

K
関
す
る
碁
礎
的
な
デ
ー
タ
を
集
め
る
と
と
が
必
要
と
考
え
、
五
十
四
年
度

か
ら
五
十
六
年
度
に
わ
た
っ
て
湾
内
の
海
底
、
底
質
、
潮
流
、
動
機
物
、
水

産
資
源
、
人
口
魚
磁
等

K
つ
い
て
調
査
し
、
完
全
を
デ
l
p
k
基
づ
い
て
今

後
の
方
向
を
考
え
て
い
き
た
い
と
の
説
明
が
あ
h
y
-
-
し
た
。

次
伊
件
、
観
光
費
中
、
ヤ
シ
並
木
管
理
委
託
に
つ
い
て
は
従
前
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
質
問
し
た
と
と
ろ
、
従
前
は
植
物

園
舵
委
託
し
て
い
た
が
成
果
を
上
げ
る
ζ

と
が
困
難
で
あ
っ
た
、
本
年
度
は

養
託
方
法
を
変
更
し
、
地
元
の
方
々
に
委
託
を
予
定
し
て
い
る
。
委
託
内
容

と
し
て
は
肥
料
下
刈
h
y
、
草
刈
り
、
か
ん
水
等
を
考
え
て
い
る
と
の
説
明
が

あ
h
y
ま
し
た
。

次
K
、
土
木
費
中
、
館
山
駅
周
辺
市
街
地
整
備
調
査
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
期
待
も
大
き
〈
、
一
日
も
早
い
事
業
化
が
聾
さ
れ
て
い
る
が
、
本
年
度
の

調
査
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、
調
査
は
独
立
し
た
も
の

で
は
走
〈
、
五
十
五
年
度
現
況
調
査
と
し
て
前
提
条
件
の
整
備
、
整
備
課
題

の
設
定
を
行
い
、
と
れ
を
受
け
て
さ
ら

K
度
合
い
を
深
め
‘
整
備
の
た
め
の

釜
本
構
想
を
明
ら
か
に
し
、
事
業
モ
デ
ル
を
検
討
す
る
が
、
行
政
と
地
元
と

一
体
L
L
在
ョ
て
進
め
て
い
〈
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
W

料
、
消
防
費
中
、
防
火
水
槽
建
設

K
つ
い
て
は
寄
附
金
が
見
込
ま
れ
て

い
る
が
、
建
設
費
の
増

K
伴
い
地
元
の
負
担
が
ふ
え
て
い
る
。
と
れ
を
経
滋

で
き
念
い
か
、
ま
た
貯
水
池
の
移
転

K
つ
い
て
は
寄
附
金
念
し
で
や
れ
念
い

か
た
だ
し
ま
し
た
と
と
ろ
、
消
防
ポ
ン
プ
等
は
寄
附
金
を
も
ら
わ
念
い
方
針

で
き
て
い
る
の
で
貯
水
池
に
つ
い
て
も
今
後
軽
減
し
た
い
。
念
台
、
移
転
に
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ノ「叫 J

、
ー/

~ 

1 
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つ
い
て
は
、
そ
の
時
点
K
沿
い
て
傭
々

K
検
討
す
る
と
の
答
弁
が
あ
h

ヲ
ま
し

た。
次
舵
、
教
育
費
中
、
縛
物
館
建
設
舵
伴
い
展
示
資
料
購
入
費
が
樹
上
さ
れ

て
い
る
が
、

E
ん
念
資
料
の
購
入
を
予
定
し
て
い
る
か
、
ま
た
資
料
と
し
て

ど
の
程
度
の
掌
握
を
し
て
い
る
か
伺
い
ま
し
た
と
と
ろ
、
本
鎗
発
足
は
ま
だ

先
に
念
る
の
で
当
面
分
鎗
資
料
と

L
て
皇
見
関
係
資
料
を
蹄
入
す
る
と
と
と

し
、
来
年
度
以
降
本
格
的

K
購
入
し
た
い
。
念
会
、
現
在
を
で
の
調
査
段
階

で
畢
見
関
係
資
料
約
八
十
点
、
民
族
資
料
約
七
十
点
、
考
古
関
係
資
料
約
五

十
点
、
古
文
書
斡
百
点
を
確
霞
じ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
h
y
ま
し
た
。

次
W

仏
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
五
十
五
年
度
初

め
て
の
事
業
と
し
て
実
施
し
た
結
果

K
つ
い
て
き
た
五
十
六
年
度
の
取
り
組

み
K
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
と
と
る
、
参
加
者
は
申
し
込
み
期
日
ま
で
八
百

五
十
二
名
の
ム
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
当
日
風
雨
が
強
〈
、
ス
タ
ー
ト
時
点
で

薦
は
止
ん
だ
が
、
二
百
二
十
丸
名
の
棄
権
が
あ
h
y
、
当
日
受
付
六
百
二
十
三

名
、
当
日
の
オ
ー
プ
ン
移
加
八
名
、
前
六
百
三
十
一
名
が
多
加
、
う
ち
地
元

参
加
者
は
三
十
名
で
4

e

?
た
。
初
め
て
の
試
み
と
し
て
種
々
の
問
題
点
も
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
各
係
鵬
舵
問
題
点
を
集
約
し
、
実
行
委
員
会
を
開

い
て
十
分
検
討
し
、
次
の
大
会

K
備
え
た
い
。
念
h

，
、
地
元
参
加
者
を
も
っ

と
ふ
や
す
よ
う
呼
び
か
凶
り
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
W

札
、
歳
入
で
あ
hν
ま
す
が
、
市
説

K
つ
い
て
は
各
税
目
ど
と

K
積
算
碁

礎
、
課
税
客
体
の
正
確
念
把
揖
等
に
つ
い
て
詳
細

K
審
査
を
行
い
、
公
平
念

醸
税
の
擁
立
K
努
め
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

次
K
、
地
方
議
与
税
、
国
の
納
交
付
金
、
補
助
金
、
助
成
金
に
つ
い
て
も

交
付
基
準
等
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
、
現
行
制
度
の
問
題
点
‘
超
過
負
担
の

解
消
念
ど
市
の
立
場
か
ら
国

K
対
し
改
善
方
を
積
極
的

K
要
求
す
る
遥
動
の
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ごち出画、

展
開
を
要
望
い
え
し
ま
し
た
。

次
伊
匹
、
使
用
料
、
手
品
甑
料
中
、
住
宅
使
用
料
、
温
水
プ
ー
ル
使
用
料
に
つ

い
て
質
疑
を
符
い
、
施
設
の
有
効
利
用
方
策
の
検
討
を
要
望
す
る
と
と
も
に

特
舵
市
営
住
宅
家
賃
決
定
舵
フ
い
て
は
、
条
例
忙
主
h
y
市
長
K
委
任
さ
れ
て

い
る
が
、
法
の
趣
旨
か
ら
条
備
に
よ
h
y
決
定
す
べ
き
で
は
4
4

い
か
、
当
局
の

見
解
を
古
都
め
を
し
た
&
と
ろ
、
県
の
担
当
課
と
も
相
談
し
、
検
討
し
た
い
旨

の
説
明
が
あ
h
p
ま
し
た
。

次
皆
匹
、
繰
越
金
に
つ
き
ま
し
て
、
決
算
見
込
み
を
た
だ
し
ま
し
た
と
と
る
、

三
億
玄
千
万
円
程
度
が
予
想
さ
れ
る
と
の
説
明
が
あ
h
p
ま
し
た
。

次
V

匹
、
特
劇
会
計
国
民
健
康
保
険
K
つ
い
て
、
国
保
程
は
予
算
で
は
一
九

aF織
と
念
っ
て
い
る
が
、
本
算
定
見
込
み
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
し
た
と

と
る
、
現
時
点
で
は
は
っ
き
歩
し
乏
い
が
、
医
療
費
ア
，
プ
分
一
一
¢
ほ
ど

ラ
し
て
も
上
げ
念
け
れ
ば
念
ら
念
い
と
考
え
て
い
る
1

六
月
本
算
定
時
さ
ら

に
努
力
す
る
と
の
答
弁
が
あ
h
9
ま
し
た
。

さ
ら
zk、
縁
起
金
に
つ
い
て
は
保
険
説
の
餐
誠
舵
充
当
し
て
も
ら
い
た
い

が
、
現
在
E
の
〈
ら
い
見
込
ま
れ
る
か
伺
い
ま
し
た
と
と
ろ
、
一
月
末
現
在

対
前
年
比
一
一
-
て
五
d
p
の
停
ぴ
で
あ
歩
、
-ζ

の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
一
億
円
程

度
の
操
h
y
越
し
と
考
え
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
h
p
ま
し
た
。

次
V

件
、
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
で
4
e
h
y
ま
す
が
、
剰
用
状
況
、
県
の
委
託
金
の

積
算
基
議
v
h
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
と
と
る
、
利
用
状
況
は
ほ
と
ん
ど
横
ば

い
で
五
十
六
年
度
七
千
九
百
人
の
宿
泊
を
予
定
し
て
い
る
。
県
委
託
金
に
つ

い
て
は
宿
泊
料
の
婚
滋
佼
か
か
わ
ら
ず
運
営
K
必
要
念
経
費
を
入
r

件
費
を
含
:

め
て
燥
が
負
担
す
る
契
約
と
念
，
宮
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
h
p
ま
し
た
。

次
Kz、
学
童
災
害
共
済
事
業
に
つ
き
を
し
て
川
給
付
状
況
、
基
金
の
聾
額

v
h
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
‘
宜
十
五
年
度
団
体
十
件
、
個
人
二

酒』

r~ 

“r 

十
六
件
で
二
十
七
万
四
千
円
が
給
付
さ
れ
ツ
ほ
と
ん
ど
が
ね
ん
ざ
一
億
折
で

e

る
る
。
念
会
、
基
金
の
額
は
現
在
百
七
十
万
円
で
あ
る
と
の
磐
弁
が
あ
h
p
ま

し
た
。次
夜
、
水
道
事
業
忙
つ
い
て
、
作
名
ダ
ム
か
ら
給
水
を
受
け
た
地
検
で
水

が
臭
い
と
の
声
が
あ
?
た
が
、
乙
れ
が
対
策
に
つ
い
て
質
問
い
え
し
を
し
た

と
と
ろ
、
昨
年
の
夏
過
ぎ
佼
水
が
に
h
g

う
と
の
指
摘
が
あ
h
p
、
東
京
都
の
水

道
局
に
分
析
依
額
し
た
結
果
、
藻
の
発
生

K
よ
る
も
の
で
・
る
る
と
の
結
諭
を

得
た
の
で
、
対
策
と
し
て
五
十
六
年
度
ダ
ム
の
中
舵
空
襲
を
送
-P
込
み
、
水

を
慢
持
す
る
施
設
を
予
定
し
て
会
る
と
の
答
弁
が
あ
h
p
ま
し
た
。

次
舵
、
国
民
宿
舎
事
業
で
あ
h
p
ま
す
が
、
年
一
期
宿
泊
利
用
者
撮
二
万
七
千

六
軍
人
の
積
算
K
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
と
と
る
、
五
十
五
年
度
三
月
末
見

込
み
z

で
一
万
九
千
人
、
利
用
率
四
回
・
一
二
六
¢
が
予
想
さ
れ
る
が
、
新
築
さ

れ
た
ば
か
h
p
で
宣
伝
等
行
き
届
か
念
か
っ
た
函
が
あ
っ
た
、
玄
十
六
年
度
獄

利
用
率
五
一
ニ
・
大
五
aFを
見
込
ん
で
計
上
し
た
と
の
説
明
が
あ
h
p
・2
L
た。
a

次
W

科
、
樹
齢
を
行
い
、
新
年
度
予
算
の
特
徴
は
市
民
の
税
負
担
割
が
-
高
〈
念

h
y
、
新
品
凡
念
負
担
も
求
め
ら
れ
て
い
る
、
圏
、
県
V
R

主
る
十
分
念
財
源
M

措置

が
念
さ
れ
て
か
ら
ず
自
治
権
が
漫
害
さ
れ
て
い
る
、
個
々
の
施
策
舵
も
問
題

点
が
指
摘
で
き
る
と
し
た
反
対
意
見
と
、
市
民
の
要
望
を
的
確
に
汲
ん
で
健
一

全
財
政
を
堅
持
す
る
裏
勢
を
評
価
す
る
と
の
品
質
成
意
見
が
る
h
p
、
採
決
の
結

果
デ
欝
集
第
四
号
一
般
会
計
予
算
、
議
案
第
五
号
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
K
つ
い
て
は
賛
成
多
数
を
も
っ
て
、
櫨
間
集
第
六
号
乃
軍
第
十
号
の
各
陣
育

刷
会
縦
割
~
予
算
に
つ
い
て
は
全
員
一
致
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

以
上
、
本
委
員
会
k
b
き
ま
す
審
査
の
概
要
を
御
報
告
自
干
し
上
町
ま
し
た

が
、
満
場
の
御
一
賛
同
を
賜
り
ま
す
よ
う
会
願
い
い
た
し
・
ま
し
て
、
委
員
長
報
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告
を
終
h
y
ま
す
。

O
議
長
(
五
十
嵐
-
昇
君
〉
以
上
で
委
員
長
の
報
告
を
終
h
p
ま
す
。

J

一
た
だ
い
を
の
委
員
長
報
告
に
つ
い
て
御
質
疑
を
顕
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ

い
ま
せ
ん
か
。

i
l
御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

討

論

O
語
長
(
五
十
嵐
昇
君
〉
と
れ
よ
り
討
論

K
入
り
を
す
。

通
告
が
あ
h
y
ま
す
の
で
、
発
奮
を
許
し
を
す
。

一
番
議
員
神
田
守
峰
君
。
御
登
壇
願
い
ま
す
。

t

〈
一
香
議
員
神
田
守
隆
君
畳
痩
V

o-
番
〈
神
田
守
陵
君
〉
議
案
第
四
号
及
び
議
案
第
五
号

K
反
対
の
討
論
を

い
た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
度
館
山
市
一
般
会
計
予
算
K
つ
い
て
で
あ
h
y
ま
す
。

昨
年
の
務
費
者
物
備
指
数
は
賃
金
の
上
昇
を
上
回
h
y
、
勤
労
者
の
実
質
賃

金
は
低
下
し
た
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
民
生
活
を
め
ぐ
る
現
況
は
大

変
忙
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

と
う
し
た
中
忙
あ
っ
て
、
新
年
度
予
算
は
、
ま
ず
第
一

K
市
民
生
活
を
守

る
予
算
で
怠
け
れ
ば
な
ら
念
い
と
考
え
て
沿
り
を
ナ
。
と
と
ろ
が
、
残
念
念

が
ら
そ
れ
と
は
む
し
ろ
逆
の
も
の

K
な
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

新
年
度
予
算
の
特
徴
は
、
市
民

K
と
っ
て
大
変
念
増
税
と
新
た
な
負
担
を

求
め
る
も
の
と
念
っ
て
い
る
と
と
で
す
。

個
人
の
市
民
税
は
、
対
前
年
比
一
七
aF嫌
で
あ
り
ま
す
。
名
目
賃
金
が
ム
ハ

¢
程
度
上
が
っ
た
と
し
て
も
、
消
費
者
物
価
の
上
昇
K
食
わ
れ
る
ば
か
り
か

さ
ら
舵
一
七
¢
も
の
増
貌
で
あ
り
ま
す
。
実
質
的
念
生
活
苦
は
さ
ら
K
重
〈

在
る
わ
け
で
あ
9
ま
す
。

号喜

~-

¥、/

'
支
え
、
幼
稚
園
の
入
園
料
を
新
た

K
徴
収
す
る
念
ど
‘
宮
市
民
の
貧
担
は
ふ

え
る
ほ
か
，
で
す
@

そ
の
一
方
で
、
都
市
計
麗
税
の
課
税
念
ど
は
、
本
来
市
衛
化
区
域
舵

L
か

課
税
で
き
念
い
の
に
、
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
撮
引
き
が
で
き

・
て
い
念
い
か
ら
と
‘
市
の
区
棋
会
抽
慣
に
課
程
し
て
い
ま
す
が
、
と
の
中
vh
は

当
然
市
街
化
調
整
区
績
と
し
て
課
税
の
対
象
舵
念
る
は
ず
の
念
い
地
域
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
と
れ
念
ど
脱
法
の
疑
い
が
あ
る
課
税
を
そ
の
を
さ
に
し
て

い
を
す
。

依
然
と
し
て
消
防
施
設
や
道
路
、
水
産
施
設
の
建
設
忙
あ
た
っ
て
寄
附
金

を
住
民
に
求
め
る
と
い
う
姿
勢
も
変
え
て
い
ま
せ
ん
。
本
来
受
益
者
の
は
っ

き
h
y
し
て
い
る
も
の
は
そ
れ
相
当
の
分
担
金
を
求
め
る
べ
き
で
あ

p
、
そ
ラ

で
念
け
れ
ば
公
費
で
負
担
す
る
べ
き
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
消
防
関
係
の
寄
附
金
は
、
貯
水
槽
の
設
置

K
あ
た
h
p
町
内
会

長
よ
り
寄
魁
聞
を
い
た
だ
〈
と
の
答
弁
で
あ
り
を
す
が
‘
そ
の
寄
附
金
の
一
也
ど

と
ろ
が
町
内
会
の
会
費
で
る
れ
ほ
、
地
方
一
財
政
法
で
禁
止
し
て
い
る
割
多
当

て
寄
附
で
あ
る
と
と
個
別
自
で
あ
h
y
ま
す
。
住
民
か
ら
見
れ
ほ
会
費
と
い
う
名

の
割
り
当
て
寄
艶
聞
だ
か
ら
で
あ
h
y
ま
す
。
一
応
、
予
算
書
で
は
寄
附
は
す
べ

て
一
般
客
附
金
で
一
般
財
源
に
入
る
と
さ
れ
、
た
と
え
ば
滑
防
の
寄
盛
岡
金
で

は
貯
水
槽
を
つ
〈
る
た
め
の
害
情
金
と
い
t

う
体
裁
は
一
と
ヲ
て
い
ま
ぜ
ん
が
、

実
質
は
消
防
の
た
め
の
寄
附
で
あ
り
ま
す
。
と
う
し
た
市
民

K
と
っ
て
の
税

外
負
担
は
直
ち
K
を
〈
す
べ
き
で
、
地
方
財
政
法
医
違
反
の
疑
い
が
持
免
れ

る
と
と
る
で
あ
h

少
を
す
。

と
の
よ
う

K
、
市
民

K
負
担
を
強
要
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
雷
で
は
あ

h
y
ま
ぜ
ん
。
と
と
ろ
が
、
そ
の
一
方
で
そ
れ
と
は
う
ら
は
ら
K
、
本
来
園
や

県
が
負
担
す
べ
き
事
務
費
念

E
K
つ
い
て
、
市
が
肩
が
わ
h
p
し
て
負
担
す
る
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外
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念
E
の
実
態
が
あ
h
y
ま
す
。

た
と
え
ば
、
国
民
年
金
の
事
務
は
国
の
委
任
事
務
で
す
か
ら
、
そ
れ

K
要

す
る
経
費
は
す
べ
て
園
が
み
る
べ
き
・
『
で
あ
り
ま
す
が
、
概
算
千
三
百
万
円
を

市
で
漕
が
わ
り
し
て
超
過
負
担
と
し
て
b
り
ま
す
し
、
保
育
所
費
の
超
過
負

担
は
六
千
二
百
万
円

K
も
念
る
と
の
答
弁
で
あ
h
y
ま
す
。

民
生
委
員
は
、
市
で
推
薦
し
、
県
で
審
査
し
、
厚
生
大
臣
が
委
嘱
す
る
も

の
で
る
h
y
ま
す
。
民
生
委
員
の
方
々
は
国
か
ら
委
嘱
を
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

P
ま
ず
か
ら
、
そ
'
の
必
婆
念
費
用
は
圏
で
出
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
国
は
何

も
山
出
し
ま
せ
ん
の
で
、
市
は
業
務
委
託
料
と
し
て
二
百
八
十
一
万
八
千
円
、

さ
ら

K
退
任
の
方
の
記
念
品
代
ま
で
幽
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

国
が
古
川
K
対
し
て
負
担
す
べ
き
税
金
格
当

K
つ
い
て
も
、
民
間
w
R
比
べ
て

安
〈
な
ョ
て
い
ま
す
。
国
や
国
鉄
念
ど
の
公
社
は
固
定
資
産
税
K
か
わ
っ
て

国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
、
納
付
金
を
市

K
納
め
ま
す
が
、
と
れ
は

固
定
資
産
貌
相
当
額
で
あ
っ
て
、
民
間
で
あ
れ
ば
当
然
負
担
す
る
都
市
計
画

税
相
当
分
は
納
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
と
の
分
だ
け
で
も
一
千
万
円
も
安
〈
念
っ

て
h
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

自
衛
隊
基
地
関
係
。
菌
有
提
供
施
設
等
所
在
市
町
村
助
成
交
付
金
で
は
、

そ
の
積
算
根
拠
か
ら
民
間
で
は
当
然
固
定
資
産
税
の
対
象
と
念
る
償
却
資
産

念
ど
は
は
ず
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
v
h

は
甘
〈
、
安
〈
、
民
間
か
ら
は
厳
し
〈
、
準
〈
と
い
う
実
態
を
あ
ら
わ

し
て
い
ま
す
が
、
と
れ
ら
の
と
と
は
ひ
と
り
館
山
市
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
民
党
政
府
は
地
方
の
時
代
念
ど
の
甘
い
言
葉
を
も
て
あ
そ
ん
で

い
ま
す
が
、
ま
ず
す
る
べ
き
と
と
は
地
方
自
治
体
に
押
し
付
け
て
い
る
超
過

負
担
を
解
消
し
、
地
方
自
治
体
の
財
源
を
確
保
す
る
と
と
で
念
け
れ
ば
念
り

ま
せ
ん
。
地
方
自
治
体
を
国
の
下
部
機
関
と
み
念
し
、
仕
事
を
押
し
付
け
る

+ 
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け
れ
ど
も
金
は
よ
と
さ
念
い
、
と
う
し
た
地
方
自
治
を
念
い
が
し
ろ

K
す
る

国
の
姿
勢
拡
厳
し
〈
追
及
さ
れ
念
け
れ
ば
ま
h
p

ま
せ
ん
。
と
う
し
た
中
で
、

国
や
県
K
厳
し
〈
対
決
し
、
市
民
の
生
活
を
守
・
9
、
地
方
自
治
を
守
る
市
長

の
政
治
姿
勢
が
関
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

残
念
念
が
ら
、
と
の
予
算
で
は
幼
稚
園
の
入
閣
料
念

E
K見
ら
れ
る
、
市

民
へ
の
安
易
念
負
担
増
で
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
を
す
。
そ
の
一
方
で
切
り

詰
め
れ
ば
切
り
詰
め
ら
れ
る
費
用
、
と
う
し
た
も
の
を
削
9

て
い
ま
せ
ん
ω

市
長
や
護
員
の
報
酬
増
や
、
市
長
交
際
費
が
園
の
碁
掌
ニ
苔
万
円
を
大
幅

K
上
回
っ
て
い
る
ζ

と
や
、
市
長
の
海
外
へ
の
策
費
を
予
算
化
す
る
な
ど
は
、

と
う
し
た
市
長
の
政
治
姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
天
守
閣
形
式
の
博
物
館
分
鎗
K
約
二
億
円
を
投
じ
を
す
が
、
天
守

閣
形
式

K
す
る
と
と

K
は
重
大
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
博
物
館
で
あ
る
以
上
、

天
守
閣
で
あ
る
必
要
、
意
義
も
左
い
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
W
件
、
起
債
は
対
前
年
比
で
三
億
六
百
万
、
二
四
・
五
d

，
も
ふ
え
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
起
債
の
依
存
度
は
一
四
・
八
係
か
ら
一
七
係
へ
と
=
・

=
ポ
イ
y
I
F
も
ふ
え
て
い
ま
す
。
と
れ
ら
は
結
局
将
来
の
負
担
K
か
か
ヲ
て

〈
る
わ
け
で
、
財
政
の
健
全
化
を
維
持
す
る
上
で
重
大
念
問
題
点
を
持
つ
も

の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
点
か
ら
、

ζ

の
予
算
K
あ
ら
わ
れ
る
市
長
の
政
治
安
勢
に
も
大
変

な
問
題
点
を
指
摘
す
る
わ
け
で
あ
h
M
ま
す
。

以
上
の
点
か
ら
、
と
の
予
算
K
反
対
を
い
た
し
を
す
。

次
W

件
、
議
案
第
五
号
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
K
つ
い
て
で
あ
h
y
を

す。
国
保
税
は
市
民
が
納
め
る
積
額
の
中
で
最
も
高
額
念
も
の
で
あ
h
y
ま
す
。

そ
し
て
、
国
保
税
は
対
前
年
度
比
一
丸
係
ふ
え
る
と
予
算
上
し
て
い
を
す
が
、
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も
は
や
負
担
の
限
界
を
越
え
て
い
を
す
。
国
保
説
会
計
は
特
別
会
計
と
し
て

独
立
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
身
を
見
る
と
き
、
国
保
は
本
来
国
の
委
任
事

務
で
あ
・
9
ま
す
か
ら
、
そ
の
事
務
費
低
金
額
国
が
負
担
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

と
と
ろ
が
、
一
般
管
理
費
、
五
千
七
百
八
十
三
万
一
千
円
K
対
し
園
の
事
務

費
負
担
金
は
二
千
五
百
二
十
丸
万
三
千
円

K
す
ぎ
ま
せ
ん
。
差
し
引
き
三
千

二
百
五
十
三
万
八
千
円
も
超
過
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
h
p
ま
す
。

国
は
わ
ず
か
四
回
d

脅
し
か
負
担
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

と
と
る
で
、
と
う
し
た
本
来
国
が
負
担
す
べ
き
も
の
を
負
担
し
て
い
る
の

は
、
結
局
現
在
で
は
国
民
建
康
保
検
税
の
納
税
者
で
あ
h
y
ま
す
。
国
の
と
う

し
た
姿
勢
は
厳
し
〈
追
及
さ
れ
念
け
れ
ば
念
り
ま
せ
ん
。
と
同
時

K
、
国
保

説
。
納
税
者
は
と
ラ
し
た
組
問
過
負
担
分
を
負
担
す
る
理
由
は
あ
h
p
ま
せ
ん
。

官叩匪震は、

ζ

う
じ
た
点
を
十
分
考
慮
し
、

w

一
般
会
計
の
繰
h
J
入
れ
を
す
る

念
ど
の
婆
勢
を
示
す
べ
き
で
あ
h
y
ま
す
。
を
た
、
基
金
を
取
り
〈
ず
す
念
ど

し
て
市
民
の
負
担
を
軽
誠
す
べ
き
で
あ
h
y
-
ま
す
。

以
上
。
点
を
強
ぐ
主
張
い
た
し
を
し
て
、
と
の
予
算
K
反
対
を
い
た
し
ま

す。
O
書
長
(
五
十
嵐
昇
君
〉
以
上
で
一
番
議
員
君
の
討
論
を
終
り
ま
す
。

以
上
で
通
告
者
に
よ
る
討
論
を
終
h
p
-
z

す
が
、
通
告
を
し
念
い
議
員
で
討

論
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
一

(
一
二
番
議
員
栗
原
一
一
憲
君
登
壇
)

ひ
一
二
番
〈
栗
原
一
雄
君
)
た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告
K
対
じ
ま
し
て
賛
成

の
討
論
を
行
い
ま
す
。

特
w
匹
、
議
案
第
五
号
国
保
w
h
係
る
医
療
費
無
料
化
の
老
齢
者
の
占
め
る
全

国
平
均
は
八
・
二
五
¢
で
、
本
市
の
国
保

K
占
め
る
七
十
歳
以
上
の
老
齢
者

の
割
合
ほ
一
一
・
九
四
¢
と
念
っ
て
沿
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
国
保
予
算
総

ー

/"町町二

¥ 

"ー/

+ 

玄

内

額
の
三
分
の
一
を
支
出
し
て
h
g
h
y
、
さ
ら

K
年
間
約
百
五
十
人
の
増
加
と
念

っ
て
h
g
h
y
ま
す
。
と
れ
は
も
と
よ
り
生
産
年
齢
者
の
所
得
を
得
る
産
業
、
企

業
が
少
念
〈
、
し
た
が
っ
て
若
年
層
の
市
外
流
出
に
伴
う
人
口
構
造
の
変
化

K
主
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

医
療
債
の
改
定
は
、
い
ま
ま
で
の
例
で
は
二
年
ど
と

K
改
定
が
行
わ
れ
、

逐
年
増
加
の
一
途
を
た

E
っ
て
》
り
ま
す
。
現
年
度
K
予
定
さ
れ
ま
し
た
医

療
費
の
改
定
が
昭
和
五
十
六
年
度
K
見
送
ら
れ
る
と

ξ
K
念
っ
て
h

g

p
、
し

た
が
ヲ
て
県
下

K
沿
い
て
は
会
会
む
ね
新
年
度
は
一
一
%
の
改
定
を
見
込
ん

だ
予
算
編
成
と
在
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
中
で
大
勢
を
・
占
め
る
医
療
費
に
支
払
わ
れ
る
保
険
給
付
費
は
九
五

・
八
五
¢
で
、
し
た
が
っ
て
前
年
度
の
当
初
予
算
対
比
で
一
五
・
九
五
係
の

伸
び
が
見
込
ま
れ
て
沿
り
ま
す
。

高
額
瞭
畠
食
費
K
づ
い
て
も
、
老
人
医
療
費
の
無
料
化
と
医
療
按
衡
の
高
度

化
、
高
額
医
療
犠
援
の
普
及
等

K
I
る
支
出
の
伸
び
率
を
考
え
ま
す
と
、
現

年
度
以
上
の
予
算
額
を
確
保
じ
念
け
れ
ば
医
療
福
祉
の
収
支
の
均
衡
が
歯
ら

れ
念
い
ζ

と
は
必
至
で
、
し
た
が
っ
て
新
年
度
拡
特

K
高
額
医
癒
費
の
大
幅

念
伸
び
が
見
込
さ
れ
て
hs
歩
、
合
わ
ぜ
て
老
人
保
険
医
療
制
度
。
抜
本
的
改

正
と
そ
緊
急
の
課
題
と
し
て
国
が
考
込
る
べ
き
で
、
現
行
の
国
民
健
康
保
険

法
の
制
度
の
中
で
は
医
療
費
の
動
向
を
無
視
し
て
医
療
福
祉
惇
解
決
で
き
る

問
題
で
は
念
〈
、
し
た
が
ョ
て
財
源
確
保
K
よ
る
医
療
保
障
制
度
の
確
立
の

た
め

K
必
要
念
欠
〈
と
と
の
で
き
な
い
予
算
錆
置
と
し
て
欝
め
る
も
の
で
ど

ざ
い
ま
す
。

以
上
の
理
由
を
も
っ
て
賛
成
を
い
た
じ
ま
す
。

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
〉
他
K
討
論
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

i
i
討
論
念
し

と
認
め
ま
す
。
以
上
で
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。
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s

ヘ
嘩
戸

も揮

。
積
回
安
門
五
十
嵐
昇
君
〉

ζ

れ
よ
歩
採
決
い
た
し
ま
す
。

採
決
K
4
e允
h
y
を
し
て
は
分
割
し
て
採
決
い
た
し
ま
す
。

き
ず
、
檀
案
第
四
号
昭
和
五
十
六
年
度
曽
山
市
一
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

起
立
K
よ
り
採
晶
拭
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
四
号
に
つ
い
て
の
委
員
長
線
告
は
原
案
可
決
で
あ
り
設
す
。

委
員
長
の
報
告
E
b
h
y
決
す
る
と
と

K
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

(
賛
成
者
起
立
)

O
謀
長
〈
笈
十
嵐
昇
君
)
起
立
多
数
で
あ
h
v

ま
す
。
よ
っ
て
醸
集
第
四
号

昭
和
五
十
六
年
度
鎗
山
市
一
般
会
計
予
算
は
原
案
E

h

Z

可
決
さ
を

C
宅

次
い
で
、
畠
構
築
第
五
号
国
民
健
健
保
検
特
別
会
計
予
算
忙
フ
い
て
起
立
に

主
h
p
採
決
い
え
し
ま
す
。

議
案
第
五
号
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
h
y
ま
す
。

委
員
長
の
報
告
ど

hsp決
す
る
と
と

K
賛
成
の
諸
君
の
起
一
立
を
求
め
安
す
。

ハ
賛
成
者
起
立
)

O
議
長
ハ
五
十
嵐
昇
君
)
起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
i

よ
っ
て
購
集
第
玄
号

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
は
原
案
ど
h
F
h
y
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
'

次
い
で
、
韓
集
第
六
号
乃
至
議
案
第
十
号
の
各
特
別
会
計
予
算
を
一
括
し

て

採

決

い

え

し

ま

す

。

一

も

‘

子

一

語
集
第
六
号
乃
至
議
案
第
十
号
の
各
特
別
会
計
予
算
K
つ
い
て
の
委
員
長

の
報
告
眠
時
酔
集
可
決
で
あ
り
ま
す
。
:

各
特
別
出
湾
計
予
算
を
妻
員
長
の
司
報
告
E
h
g
h
y
可
決
す
る
と
と

K
御
異
襲
4
の4
0

り
ま
せ
ん
か
。〈
「
異
議
事
叫
し
」
と
呼
ぶ
者
4
e
h
〉

決

九

三
v

号

ヲ

ピ

a園、

〆--
司副監

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
V

御
暴
露
念
し
と
一
露
砂
ま
す
。
主
会
て
議
案
第
六

号
乃
至
語
集
第
十
号
の
各
特
別
会
計
予
算
は
い
ず
れ
も
原
案
E
h
p
h
y
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

議

程ちに

葉

の

上

O
議
長
〈
五
十
嵐
昇
君
〉
日
程
第
五
、
議
案
第
二
十
九
号
契
約
の
変
更

K

つ
い
て
を
醸
題
と
い
た
し
ま
す
。

議
案
の
個
別
観
を
顕
い
ま
す
。

(
書
記
朗
読
〉
一

議

案

の

内

容

説

明

久

、

r-

.' ，‘ 

O
曹
長
(
五
十
嵐
昇
君
〉
議
案
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

〈
市
長
半
海
良
一
意
登
壇
〉

o
t
m
長
(
半
海
良
一
意
〉
議
案
第
二
十
九
号
契
約
の
変
更
K
つ
い
て
提
案
理

自
の
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
二
月
十
二
日
の
臨
時
市
議
会
v
h
h
k
き
ぎ
し
て
議
決
を
い
た
だ
き
を
し

た
船
形
小
学
校
防
音
改
築
工
事
第
一
期
担
体
舵
係
る
工
事
請
負
契
約

K
つ
き

ま
し
て
、
工
事
着
工

K
際
し
試
験
ぐ
い
を
打
設
し
た
と
?
と
ろ
、
〈
い
の
数
量

が
当
初
設
計
よ
り
減
少
す
る
と
と
が
明
ら
か
と
な
り
を
し
た
の
で
、
そ
れ

K

相
当
す
る
銀
四
百
七
十
一
万
二
千
円
を
当
初
契
約
金
績
二
億
二
百
万
円
か
ら

減
額
す
る
た
め
の
契
約
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

P
を
す
。

よ
ろ
し
〈
御
審
議
の
ほ
ど
合
顕
い
い
え
し
ー
ま
す
。

O
議
長
(
五
十
鼠
昇
君
〉
説
明
は
終
り
ま
し
た
。

質

疑

応

答
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O
曹
長
(
五
十
嵐
昇
君
V

御
質
疑
を
願
い
を
す
。

O
二
三
番
(
菊
井
敏
博
君
)
一
点
hw
伺
い
し
ま
す
。

ζ

れ
は
-
一
四
一
中
・
の
地
震
の
よ
う
宏
問
題
が
あ
っ
た
ん
で
会
聞
き
す
る
ん
で

す
が
、
試
験
ぐ
い
を
打
?
た
ら
地
盤
が
闘
い
た
め
k
f
h
の
数
が
少
念
〈
て

済
ん
だ
、
そ
の
た
め

K
減
額
す
る
ん
だ
と
い
う
と
と
で
す
が
、
設
計
の
途
上

で
と
う
い
う
形
は

i
l
地
質
の
調
査
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
は
し
念
い
ん
で

す
か
。
そ
の
点
だ
け
一
点
hs
聞
き
い
た
し
ま
す
。
事
凡
い
が
い
地
質
調
査
、
そ

の
他
と
う
い
う
問
題
で
す
か
ら
し
て
、
設
計
を
す
る
も
ん
だ
と
い
う
ふ
う
K

寵
織
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
一
番
大
事
念
〈
い
が
少
左
〈
て
積
む
と
い
う
設

計
の
仕
方
に
援
問
を
生
じ
る
ん
で
会
聞
き
す
る
わ
け
で
す
。

O
教
育
長
(
安
問
豊
作
君
)
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
地
質
調
査
を
五
十
三
年

の
十
二
月

K
興
亜
開
発
千
葉
支
腐
k
v
-
っ
て
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
試
錐
を

四
本
打
ヲ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
h
x

の
訟
の
第
一
一
が
二
十
三
メ
ー

ト
ル
、
第
二
が
十
七
メ
ー
ト
ル
、
第
三
が
十
八
メ
ー
ト
ル
、
第
四
が
五
メ
ー

ト
ル
と
い
う
よ
う
念
数
字
が
出
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
ι

そ
の
結
果
K
£

ヲ
て
〈
い
打
ち
の
設
討
を
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
当
初
設
計
K
沿
い
て

は
百
五
十
二
カ
所
の
予
定
で
ど
ざ
い
き
し
た
が
、
そ
の
う
ち
玄
カ
所
で
す
。

〈
い
の
数
K
す
る
と
七
本
打
た
念
〈
て
も
い
い
と
い
う
結
果
K
実
施
の
段
階

で
念
り
を
し
た
の
で
、
そ
の
A
H
が
減
額
vh
怠
る
、
と
う
い
う
と
と
で
す
。

0
こ
三
番
〈
菊
井
犠
博
君
〉
了
解
し
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
と
の
主
う
な
大
昔
、

い
工
事
の
殴
計
に
あ
た
ョ
て
は
、
今
後
慎
重

K
御
配
慮
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
@

O
嘗
長
九
五
十
嵐

B
R
君

)

他

K
御
質
疑
あ
り
ま
せ
ん
か
o
i
l
-
御
質
疑
念

し
と
罷
め
ま
す
。
よ
っ
て
質
疑
を
終
結
し
ま
す
。

番

員

会

付

託

の

省

略

主砕

戸~

¥、__/

ト

-司

L----

1 

O
議
長
〈
五
十
嵐
昇
君
〉
念
諮
り
い
た
し
を
す
。

本
案
K
つ
い
て
は
要
員
会
の
付
託
並
び

K
討
論
を
省
略
、
直
ち
に
採
決
す

る
と
と

K
御
異
嘗
4
e
h
F

ま
せ
ん
か
。

〈
「
圃
畏
蟻
念
し
」
と
呼
ぶ
者
4
e
h
p

〉

O
醸
臣
賞
(
五
十
嵐
昇
君
)
御
異
議
念
し
と
留
め
ま
す
@

採

決

O
霞
長
ハ
五
十
嵐
昇
君
〉
と
れ
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
案
を
原
案
E
h
g
h
y

可
決
す
る
と
と

K
御
異
議
4
e
h
F

ま
せ
ん
か
。

ハ
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
4
e
h
y

〉

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
〉
栂
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
宮
て
本
案
は
原

業
ど
hs
・9
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一割2-

議

@ 

程

寮

上

O
議
長
〈
五
十
嵐
昇
君
〉
日
程
第
六
、
議
案
第
三
十
号
昭
和
五
十
六
年
度

館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

議
案
の
朗
読
を
顕
い
を
す
。

(
書
記
甥
醗
〉

議

案

@

内

容

雄

明

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
議
案
の
内
容
説
明
を
求
め
愛
す
。

(
市
長
半
湾
良
一
意
登
壇
)

O
市
長
(
半
海
良
一
君
》
議
案
第
三
十
号
昭
和
五
十
六
年
度
館
山
市
一
般
会

計
補
正
予
算
第
一
号

K
つ
い
て
提
案
理
由
の
御
説
明
を
臨
申
し
上
げ
ま
す
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
百
八
万
九
千
円
を
追
加
し
、
総
額
九
十
一
億
八
千

てh

-~ 
/ー、 4

、 a
J 

j 

1
i
L
v
l
ι
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V
2
E
1
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八
十
三
万
八
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

内
容
は
、
来
る
四
月
五
日
K
執
行
の
県
知
事
選
挙

K
係
る
執
行
経
費
の
う

ち
、
昭
和
五
十
六
年
度
分
で
、
投
票
所
経
費
、
開
票
所
経
費
及
び
準
備
事
務

費
と
し
て
投
開
票
事
務
従
事
職
員
等
K
係
る
時
間
外
勤
務
手
当
三
百
二
十
七

万
四
千
円
及
び
投
開
票
管
現
者
等
K
支
払
ラ
報
酬
四
+
万
六
千
円
が
主
念
も

の
で
あ
h
p
ま
す
。

念
台
、
と
れ
忙
要
す
る
財
源
は
全
額
県
支
出
金
を
見
込
ん
で
hx
り
ま
す
。

よ
ろ
し
〈
御
審
議
の
ほ
ど
hx
願
い
い
え
し
ま
す
。

O
議
長
(
五
十
嵐
園
野
君
〉
説
携
は
終
h
y
-
ま
し
た
。

御
質
疑
を
厳
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

1

1
御
質
疑
念
し
と

認
め
ま
す
。
ょ
っ
ザ
品
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

委

員

会

付

託

の

省

略

O
議
長
(
五
十
嵐
…
昇
君
)

h

s

諮
り
い
た
し
ま
す
。

本
案
w
h

つ
い
て
は
委
員
会
の
付
託
並
び

K
討
論
省
略
、
直
ち
に
採
決
す
る

と
と
K
榔
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
注
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y

〉

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。

採

決

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
〉
と
れ
よ

P
採
決
い
え
し
ま
す
。

本
案
を
原
案
ど

hgp可
決
す
る
と
と

K
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
昼
間
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
〈
五
十
嵐
昇
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原

案
E
b
h
y
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

十

-、
~"" 

‘、

議

上

程

案

の

。
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
日
程
第
七
、
議
案
第
三
十
一
号
人
権
擁
震
委
員

候
補
者
の
推
薦
K
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

議
案
の
朗
読
を
願
い
ま
す
。

〈
書
記
朗
読
〉

議

案

の

内

容

説

明

O
議
長
〈
五
十
嵐
昇
君
〉
謹
案
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

(
市
長
半
海
良
一
一
定
壷
壇
)

O
市
長
〈
半
滞
良
一
君
〉
書
案
第
三
十
一
号
人
権
擁
種
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て
提
案
理
由
の
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

目
下
、
一
名
欠
員
中
の
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
、
人
権
擁
護
聾

員
法
第
六
条
第
三
項
の
規
定
K
よ
り
、
西
村
英
次
さ
ん
を
最
も
適
任
と
信
じ

ま
し
て
御
推
薦
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
〈
御
審
議
の
隠

ど
か
顧
い
い
え
し
ま
す
。

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
説
明
は
終

P
ま
し
た
。

御
質
援
を
顕
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

!
i御
質
疑
念
し
と

認
め
ま
す
。
よ
っ
て
質
疑
を
終
結
し
ま
す
。

一.剖3-

委

員

会

付

託

の

省

略

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)

h

M

諮
り
い
た
し
ま
す
。

本
案
w
h

つ
い
て
は
委
員
会
の
付
託
並
び
K
討
論
を
省
略
、
直
ち
K
採
決
す

る
と
と

K
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〈
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
4
e
h
y
v

』一一



O
盛
田
長
〈
豆
島
恥
底

B
背
骨
相
〉

御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。

決

採

。
嘗
長
(
五
十
嵐
田
野
君
)
と
れ
よ
h
p
採
決
い
え
し
ま
す
。

本
案
を
原
案
ど
か
り
可
決
す
る
と
と

K
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〉

O
議
長
〈
五
十
嵐
昇
君
〉
御
異
議
左
し
と
寵
め
ま
す
。
主
っ
て
本
案
は
原

集
E
b
h
y
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

館
山
市
選
挙
'
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
事
買
の
選
挙

O
書
長
(
五
十
嵐
昇
窓
)
4

日
程
第
八
、

び
問
補
充
員
の
選
挙
を
行
い
を
す
。

館
山
市
選
挙
管
護
委
員
会
書
員
及

動

Y-に
穣

(
ご
四
番
頭
皮
和
田
一
一
郎
君
登
壇
)

O
二
四
番
〈
和
国
一
一
郎
君
)

i

議
事
遂
行

K
つ
い
て
動
議
を
提
出
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
議
題
と
念
h
Y
4
4
し
た
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
向
補
充
員
の

選
挙
K
つ
き
ま
し
て
は
、
一
二
月
五
日
開
催
の
全
員
協
議
会
k
b
き
ま
し
て
そ

の
選
考
方
を
総
務
委
員
会
K
一
任
し
て
あ
り
を
す
の
で
、
選
挙
の
方
法
は
地

方
自
治
法
第
百
十
八
条
第
二
演
の
規
定
w
れ
ま
る
指
名
推
薦
を
も
っ
て
行
い
、

指
名
者
は
総
務
委
員
会
委
員
長
K
沿
い
て
指
名
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。と
と
V

匹
、
議
事
進
行
の
動
謹
を
提
出
い
た
し
ま
す
。
満
場
の
御
賛
同
を
賜

h
M

ま
す
よ
う
念
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
「
魯
F
成
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〉

+ 
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 五
四

内

-
た
だ
い
ま
の
こ
四
番
議
員
意
の
動
種
を
譜
揮
と

。
議
長
(
五
十
嵐
一
両
昇
君
)

い
た
し
ま
す
。

本
動
議
は
、
選
挙
管
理
聾
員
及
び
問
機
充
員
の
遇
挙
の
方
法
は
猪
名
推
還

と
じ
、
町
総
務
委
員
会
委
員
長
の
接
名
K
主
る
と
い
う
と
と
で
あ
h
p
ま
す
。

h
x

諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
動
議
の
と
ι
s
b
J
決
す
る
と
と

K
御
異
議
4ehy
ま

せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〉

O
議
長
ハ
五
十
嵐
昇
君
〉
御
異
議
注
し
と
罷
め
ま
す
。
£
っ
て
本
動
蕎
は

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

と
れ
よ
り
範
務
委
員
会
委
員
長
の
指
名
を
求
め
ま
す
。

(
龍
務
委
員
会
費
員
長
藤
田
益
治
君
登
壇
〉

。
総
務
委
員
会
委
員
長
〈
藤
宙
益
治
君
〉
御
指
名
K
よ
り
ま
し
で
一
、
館
山
市

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
、
開
補
充
員
の
選
挙
に
つ
き
ま
し
て
龍
麓
費
員
会
を

代
表
い
え
し
を
し
て
御
猪
名
曲
申
し
上
げ
を
す
。

去
る
三
月
五
日
開
繊
の
全
員
協
議
会
k
b
き
ま
し
て
、
後
任
の
選
議
管
理

委
員
会
委
員
、
同
補
充
員
の
選
考
方
K
つ
き
を
し
て
本
委
員
会
K
一
任
と
念

り
ま
し
た
の
で
、
一
二
月
十
八
日
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
K
選
考
い
え
し
ま

し
た
結
果
、
会
手
元

K
配
付
の
指
名
衰
の
と

hgp、
委
員
と

L
て

鈴

木

正

氏
、
宮
沢
茂
氏
、
加
藤
潤
氏
、
二
村
俊
夫
氏
、
補
充
員
と
し
て
小
田

恒
氏
、
熊
切
武
俊
民
、
加
藤
栄
一
氏
、
平
鴫
茂
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
最
適
任
者

と
露
め
推
薦
す
る
と
と

K
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

を
か
、
補
充
員
の
補
充
の
願
序
は
、
第
一
一
般
位
小
田
氏
、
第
二
旗
位
熊
切

氏
、
第
三
園
駅
位
加
藤
氏
、
第
四
顧
位
乎
植
晴
氏
ど
決
定
い
た
し
た
炭
第
で
ど
ざ

い
ま
す
。

-214-

念
K
と
ぞ
満
場
の
御
賛
同
を
賜
り
ま
す
よ
う
念
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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O
議
長
ハ
五
十
嵐
昇
君
)
た
だ
い
ま
能
務
委
員
会
委
員
長

κ
bい
て
猪
名

い
た
し
ま
し
た
と

b
p、
と
れ
ら
の
方
々
を
館
山
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

及
び
問
舗
充
員
の
当
選
人
と
定
め
ま
す
ζ
と
に
御
異
議
あ

P
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
4
e
h
p

〉

。
語
圏
実
円
五
十
嵐
昇
君
〉
御
異
欝
乏
し
と
寵
め
ま
す
。
£
9

て
選
挙
管
理

香
員
会
委
員
K
鈴
木
正
氏
、
宮
沢
茂
氏
、
加
藤
利
氏
、
二
村
俊
夫
氏

問
舗
充
員
K
小
回
復
氏
、
熊
切
武
俊
氏
、
加
藤
栄
一
氏
、
平
嶋
茂
氏
、

以
上
の
と
金
h
p
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

開

会

午
後
容
時
十
三
分
閉
会

。
讃
長
(
五
十
嵐
弗
君
)
以
上
で
本
定
例
会

K
付
議
さ
れ
ま
し
た
案
件
は

す
べ
て
議
了
さ
れ
ま
し
た
。

ー
っ
て
、
と
れ

K
て
第
一
回
宮
山
議
会
定
例
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

O
本
自
の
会
識
に
付
し
た
事
件

一
、
議
案
第
四
号
乃
至
議
案
第
十
号
、
議
案
第
十
三
号
乃
歪
議
案
第
三
十
一
号

一
、
鎗
山
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
問
補
充
員
の
選
挙

地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
K
よ
る
署
名
す
る
。

館
山
市
議
会
議
長

嵐.

昇

五

十

館
山
市
議
会
議
員

石

井

謀

館
山
市
語
会
議
員

安

益

西

男

L .. 
可。
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